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邑楽町告示第１２６号

平成２０年第４回邑楽町議会定例会を次のとおり招集する。

平成２０年１２月８日

邑楽町長 金 子 正 一

１．期 日 平成２０年１２月１１日

２．場 所 邑楽町役場 議 場
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〇応招・不応招議員

○応招議員（１５名）

１番 田部井 健 二 議員 ２番 黒 川 洋 子 議員

３番 小 沢 泰 治 議員 ５番 山 田 晶 子 議員

６番 岩 﨑 律 夫 議員 ７番 加 藤 和 久 議員

９番 小 島 幸 典 議員 １０番 立 沢 稔 夫 議員

１１番 小 倉 修 議員 １２番 横 山 英 雄 議員

１３番 本 間 恵 治 議員 １４番 細 谷 博 之 議員

１５番 相 場 一 夫 議員 １６番 石 井 悦 雄 議員

１７番 大 野 栄 議員

〇不応招議員（なし）
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平成２０年第４回邑楽町議会定例会議事日程第１号

平成２０年１２月１１日（木曜日） 午前１０時開会

邑楽町議会議場

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 会期の決定

第 ３ 発議第 ５号 館林厚生病院における小児科医の確保を求める意見書提出について

第 ４ 議案第８５号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議について

第 ５ 議案第８６号 東毛広域市町村圏振興整備組合の規約変更に関する協議について

第 ６ 議案第８７号 邑楽町行政財産使用料条例

第 ７ 議案第８８号 邑楽町国民健康保険条例の一部を改正する条例

第 ８ 議案第８９号 邑楽町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例

第 ９ 議案第９０号 邑楽町公共下水道条例の一部を改正する条例

第１０ 議案第９１号 指定管理者の指定について

第１１ 議案第９２号 平成２０年度邑楽町一般会計補正予算

第１２ 議案第９３号 平成２０年度邑楽町国民健康保険特別会計補正予算

第１３ 議案第９４号 平成２０年度邑楽町後期高齢者医療特別会計補正予算

第１４ 議案第９５号 平成２０年度邑楽町介護保険特別会計補正予算

第１５ 議案第９６号 平成２０年度邑楽町下水道事業特別会計補正予算

第１６ 議案第９７号 平成２０年度邑楽町学校給食事業特別会計補正予算

第１７ 議案第９８号 平成２０年度邑楽町水道事業会計補正予算
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○出席議員（１５名）

１番 田部井 健 二 議員 ２番 黒 川 洋 子 議員

３番 小 沢 泰 治 議員 ５番 山 田 晶 子 議員

６番 岩 﨑 律 夫 議員 ７番 加 藤 和 久 議員

９番 小 島 幸 典 議員 １０番 立 沢 稔 夫 議員

１１番 小 倉 修 議員 １２番 横 山 英 雄 議員

１３番 本 間 恵 治 議員 １４番 細 谷 博 之 議員

１５番 相 場 一 夫 議員 １６番 石 井 悦 雄 議員

１７番 大 野 栄 議員

〇欠席議員（なし）

〇地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名

金 子 正 一 町 長

川 田 定 昭 教 育 長

堀 井 隆 総 務 課 長

立 沢 茂 企 画 課 長

小 島 哲 幸 税 務 課 長

産業振興課長
中 村 紀 雄 兼農業委員会

事 務 局 長

並 木 邦 夫 生活環境課長

岡 村 静 代 保険年金課長

横 山 正 行 土 木 課 長

石 井 貞 男 都市計画課長

増 尾 隆 男 住 民 課 長

諸 井 政 行 福 祉 課 長

会 計 管 理 者飯 塚 勝 一 兼 会 計 課 長

沼 田 正 美 水 道 課 長

遠 藤 幸 夫 学校教育課長

金 子 重 雄 生涯学習課長
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〇職務のため議場に出席した者の職氏名

田 口 茂 雄 事 務 局 長

田 部 井 春 彦 書 記
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◎開会及び開議の宣告

〇横山英雄議長 ただいまから平成20年第４回邑楽町議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開き

ます。

〔午前１０時０８分 開議〕

◎諸般の報告

〇横山英雄議長 日程に入る前に諸般の報告をします。

今期定例会において本日までに受理した請願・陳情は、お手元に配付の請願・陳情文書表どおり

所管の常任委員会に付託します。

次に、さきの定例会において議決いたしました社会保障関係費の2,200億円削減方針の撤回を求

める意見書につきましては、内閣総理大臣を初め関係各機関あてに提出をしておきましたので、ご

了承願います。

次に、今期定例会に説明員として出席通知がありましたので、写しをお手元に配付しておきまし

たから、ご了承願います。

本日の議事日程は、配付したとおりであります。

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

〇横山英雄議長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第117条の規定により、議長において小倉修議員、本間恵治議員

を指名します。

◎日程第２ 会期の決定

〇横山英雄議長 日程第２、会期の決定を議題とします。

お諮りします。今期定例会の会期は、本日から17日までの７日間としたいと思います。これにご

異議ありませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 異議なしと認めます。

よって、会期は本日から17日までの７日間と決定しました。

◎日程第３ 発議第５号 館林厚生病院における小児科医の確保を求める意見

書提出について

〇横山英雄議長 日程第３、発議第５号 館林厚生病院における小児科医の確保を求める意見書提出



- 7 -

について議題とします。

提出者から提案理由の説明を求めます。

本間議員。

〔13番 本間恵治議員登壇〕

〇13番 本間恵治議員 発議第５号 館林厚生病院における小児科医の確保を求める意見書提出につ

いて、提案理由の説明を申し上げます。

今日、地域医療を取り巻く環境は、大変厳しく、特に産婦人科や小児科を初めとする医師不足は

全国的に深刻な問題となっています。このような状況の中、邑楽館林地域の医療の拠点と言うべき

館林厚生病院は、開業医との連携により、主治医２人制度や紹介型外来診療など、あらゆる手法を

導入し、医師不足に対応してきました。このような状況の中、群馬大学医学部附属病院から館林厚

生病院の小児科医を引き揚げたいとの打診がありました。しかしながら、これが実施された場合に

は、館林厚生病院の小児科は機能不全に陥り、邑楽館林地域の小児科診療に重大な影響を生じ、地

域医療の崩壊にもつながりかねない深刻な事態を招くことが懸念されます。

このような状況を憂慮し、邑楽町議会として群馬県に対し館林厚生病院における小児科医の確保

を図るための措置を講じるよう強く要望するため、別紙のとおり地方自治法第99条の規定により意

見書を提出しようとするものであります。

要望事項としては、お手元に印刷配付のとおり、１、群馬大学医学部附属病院に対し、小児科医

引き揚げ方針の撤回を促し、館林厚生病院の小児科医療体制の確保、充実を図ることであります。

よろしくご決定くださいますようお願いいたします。

〇横山英雄議長 これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 質疑なしと認めます。

これにて質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 討論なしと認めます。

これにて討論を終結します。

これより発議第５号 館林厚生病院における小児科医の確保を求める意見書提出について採決し

ます。

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

〇横山英雄議長 起立全員。

よって、発議第５号は原案のとおり可決されました。
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◎日程第４ 議案第８５号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議

について

〇横山英雄議長 日程第４、議案第85号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議につい

て議題とします。

町長から提案理由の説明を求めます。

金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 議案第85号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議について、提案理

由の説明を申し上げます。

平成21年５月５日から群馬県市町村総合事務組合の組織団体である富士見村が廃され、その区域

が同組合の組織団体である前橋市に編入されるため、組合規約の一部を改正する必要が生じました

ので、地方自治法の規定により議会の議決を求めるものであります。

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

〇横山英雄議長 これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 質疑なしと認めます。

これにて質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 討論なしと認めます。

これにて討論を終結します。

これより議案第85号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議について採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

〇横山英雄議長 起立全員。

よって、議案第85号は原案のとおり可決されました。

◎日程第５ 議案第８６号 東毛広域市町村圏振興整備組合の規約変更に関する

協議について

〇横山英雄議長 日程第５、議案第86号 東毛広域市町村圏振興整備組合の規約変更に関する協議に

ついて議題とします。

町長から提案理由の説明を求めます。
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金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 議案第86号 東毛広域市町村圏振興整備組合の規約変更に関する協議について、提

案理由の説明を申し上げます。

組合立東毛臨海学校が平成20年３月31日に閉鎖され、組合立東毛歴史資料館が平成21年４月１日

に太田市へ譲渡される予定であるため、組合規約の一部を改正する必要が生じましたので、地方自

治法の規定により、議会の議決を求めるものであります。

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

〇横山英雄議長 これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 質疑なしと認めます。

これにて質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 討論なしと認めます。

これにて討論を終結します。

これより議案第86号 東毛広域市町村圏振興整備組合の規約変更に関する協議について採決しま

す。

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

〇横山英雄議長 起立全員。

よって、議案第86号は原案のとおり可決されました。

◎日程第６ 議案第８７号 邑楽町行政財産使用料条例

〇横山英雄議長 日程第６、議案第87号 邑楽町行政財産使用料条例を議題とします。

町長から提案理由の説明を求めます。

金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

、 。〇金子正一町長 議案第87号 邑楽町行政財産使用料条例について 提案理由の説明を申し上げます

当町では、これまで行政財産の目的外使用料に関する条例がなく、土地や建物など行政財産の一

部を目的外の用途で外部に無償で使用させている事例があります。そこで、行政財産使用料条例を

制定し、現に使用していない土地や業務に支障のない場合、使用を認め、使用料を徴収することが

可能となるようご提案申し上げる次第であります。
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なお、詳細につきましては、総務課長をして説明いたさせますので、よろしくご審議の上、ご決

定賜りますようお願い申し上げます。

〇横山英雄議長 堀井総務課長。

〔堀井 隆総務課長登壇〕

〇堀井 隆総務課長 お手元に資料が行っていると思うのですけれども、８枚めくっていただきます

と、邑楽町行政財産使用料条例がございます。それに沿いましてご説明をいたします。

邑楽町行政財産使用料条例。第１条、趣旨。この条例は、行政財産の使用許可及び使用料につい

て必要な事項を定めるものとする。

第２条、使用許可。邑楽町財務規則の規定により、行政財産を使用しようとする者は、あらかじ

め町長又は教育委員会に申請し、許可を受けなければならない。

第３条、使用料。使用料の額は、土地にあっては、公有財産台帳に登載された価格に100分の３

を乗じて得た額、建物にあっては同じく100分の６を乗じて得た額に当該建物の敷地面積につきま

しては100分の３を乗じた額を足したものといたします。

電柱、電話柱、公衆電話及び地下埋設物等の使用料は、邑楽町道路占用料徴収条例によります。

次に、自動販売機及び公衆電話の使用料につきましては、規定する額に代えて、それぞれの売上

額及び使用度数に応じた額を徴収することができる。

第４条につきましては、使用料の額は、年額とする。ただし、使用期間に１年未満の端数がある

場合は月割りといたします。

第５条、使用料の納付方法。使用許可を受けた者は、使用開始の日前に使用料の全部を納付しな

ければならない。ただし、特別の理由があるときは、使用開始日以後にその全部又は一部を納付す

ることができる。

第６条、使用料の減免。１、使用料を減免する場合は、いずれかの場合による。１、国又は他の

地方公共団体その他の公共的団体が公用又は公共用その他公益の目的のために使用するとき。２、

災害その他緊急やむを得ない事態の発生に伴い、応急用として短期間使用するとき。３として、公

有財産管理者が特に必要と認めるとき。

第７条、経費負担。使用料に加算して徴収することができるものにつきましては、電気料金、水

道及びガス料金、下水道料金、暖冷房に関する経費、清掃に要する経費、火災保険料、その他必要

な経費といたします。

第８条、必要費等の補償。使用者は、使用行為に関し必要費又は有益費を支出した場合であって

も、その経費の補償を請求することができないということになっております。

第９条、使用許可の取消し。取り消しにつきましては、使用者が、許可の条件に違反したとき。

使用者が、偽りその他不正な手段により許可を受けたとき。３番目として、行政財産の管理上又は

公益上やむを得ない必要が生じたときということです。



- 11 -

第10条、使用料の還付。既納の使用料にいては、還付しない。ただし、前項第９条の３の管理上

又は公益上やむを得ない必要が生じたときはその限りではありません。

第11条、原状回復。使用の期間が満了したしたとき、当該使用物件を除去し、行政財産を原状に

回復しなければならない。

第12条、権利の譲渡の禁止。使用者は、その権利を他人に譲渡し、又は転貸してはならない。

第13条、無断使用に対する措置。公有財産管理者は、行政財産の土地や施設を無断で使用するも

のに対し、直ちに使用を停止させ、工作物あるときは撤去させ、原状に回復することを命ずること

ができる。

第14条、罰則。無断使用又は偽りその他の不正の行為により使用料の徴収を免れた者に対し、そ

の徴収を免れた金額の５倍に相当する金額以下の過料を科する。

第15条、委任。この条例の施行について必要な事項は、規則で定める。

附則として、平成21年４月１日から施行する。

経過措置としては、この条例施行の際、現に許可を受けて行政財産を使用している者の使用料に

ついては、その許可期間が満了するまでの間は、なお従前の例による。

以上でございます。

〇横山英雄議長 これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 質疑なしと認めます。

これにて質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 討論なしと認めます。

これにて討論を終結します。

これより議案第87号 邑楽町行政財産使用料条例を採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

〇横山英雄議長 起立全員。

よって、議案第87号は原案のとおり可決されました。

◎日程第７ 議案第８８号 邑楽町国民健康保険条例の一部を改正する条例

〇横山英雄議長 日程第７、議案第88号 邑楽町国民健康保険条例の一部を改正する条例を議題とし

ます。

町長から提案理由の説明を求めます。
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金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 議案第88号 邑楽町国民健康保険条例の一部を改正する条例について、提案理由の

説明を申し上げます。

出産育児一時金の給付について、健康保険法施行規則が改正されたことにより、従来の35万円に

加え、３万円を限度に加算できることとなったため、規則の整合を図るため、本条例の一部を改正

する必要が生じましたので、所要の改正をいたしたくご提案申し上げる次第であります。

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

〇横山英雄議長 これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

本間議員。

〇13番 本間恵治議員 このただし書きの中に町長が健康保険法施行令第36条の規定を勘案し、必要

があると認めるときは規則で定めるところにより、これに３万円を上限として加算するものとする

というふうに書いてあります。必要があると認めるときというのは、どういうときなのか、具体的

に説明をお願いしたいと思います。また、認められないというのは、どういうことなのか。きちん

と明確な回答をお願いします。

〇横山英雄議長 岡村保険年金課長。

〇岡村静代保険年金課長 お答えいたします。

この国のほうの健康保険法が変わりまして、規則で定めるところによって３万円を加算すること

ができるという内容でございますが、これは新たに産科医療補償制度というのができまして、その

中で規則で定めるところによりまして、その産科医療補償制度に加入している出産について３万円

が加算できるということになっております。邑楽町でもそれに従ってということで、町長が認める

場合は、あくまでもその産科医療補償制度に入った出産であることを証明できた場合に３万円を加

算するというものでございます。

以上でございます。

〇横山英雄議長 本間議員。

〇13番 本間恵治議員 ただいま補償制度に加入している方については３万円というふうな話がござ

いました。この文章でいきますと、必ず逃げの文章なのです。町長が認めるというふうに書いてあ

る。今、課長が言ったとおり、その文章をこれに加えるほうが私は明確な内容ではないかなと思う

のです。必ず逃げ、そういう文章になっているのです、こういう行政の部分というのは。私はきち

んとわかるようにしておくことがやっぱり町民に対して親切なことだと思いますので、注釈等をつ

けるような対応をこれからとっていただければ、より町民にわかりやすく、進んで利用していただ

けるような対応がとれるのではないかと、そういうふうに思いますので、要望してお願いしたいと

思います。お願いします。
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〇横山英雄議長 ほかに質疑ありますか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 質疑なしと認めます。

これにて質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 討論なしと認めます。

これにて討論を終結します。

これより議案第88号 邑楽町健康保険条例の一部を改正する条例を採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

〇横山英雄議長 起立全員。

よって、議案第88号は原案のとおり可決されました。

◎日程第８ 議案第８９号 邑楽町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例

〇横山英雄議長 日程第８、議案第89号 邑楽町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例を議題と

します。

町長から提案理由の説明を求めます。

金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 議案第89号 邑楽町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例について、提案理由

の説明を申し上げます。

町道の道路占用料の額につきましては、道路法及び道路法施行令に基づき国が管理する道路にお

ける占用料等と整合した額を定めております。このたび道路法施行令の一部を改正する政令が施行

、 、され 占用料の額が改正されたこと及び新たに非常災害時における応急仮設住宅の建設用地として

通行の用に供していない道路部分を占用できるようになり、さらに減免対象にされたことに伴い、

町道においても同様の規定となるよう条例を改正いたしたくご提案申し上げる次第であります。

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

〇横山英雄議長 これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 質疑なしと認めます。

これにて質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ありませんか。
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〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 討論なしと認めます。

これにて討論を終結します。

これより議案第89号 邑楽町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例を採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

〇横山英雄議長 起立全員。

よって、議案第89号は原案のとおり可決されました。

◎日程第９ 議案第９０号 邑楽町公共下水道条例の一部を改正する条例

〇横山英雄議長 日程第９、議案第90号 邑楽町公共下水道条例の一部を改正する条例を議題としま

す。

町長から提案理由の説明を求めます。

金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 議案第90号 邑楽町公共下水道条例の一部を改正する条例について、提案理由の説

明を申し上げます。

今回の改正は、下水道排水設備工事に関する要綱等が改正され、責任技術者の資格に有効期限が

設けられたこと等に伴い、本条例を改正する必要が生じましたので、所要の改正をいたしたくご提

案申し上げる次第であります。

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

〇横山英雄議長 これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 質疑なしと認めます。

これにて質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 討論なしと認めます。

これにて討論を終結します。

これより議案第90号 邑楽町公共下水道条例の一部を改正する条例を採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

〇横山英雄議長 起立全員。
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よって、議案第90号は原案のとおり可決されました。

◎日程第１０ 議案第９１号 指定管理者の指定について

〇横山英雄議長 日程第10、議案第91号 指定管理者の指定について議題とします。

町長から提案理由の説明を求めます。

金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 議案第91号 指定管理者の指定について、提案理由の説明を申し上げます。

邑楽町農畜産物処理加工施設の管理運営に当たり、平成21年１月１日から平成24年３月31日まで

の期間、邑楽町農畜産物処理加工施設利用組合を指定管理者として指定いたしたいので、地方自治

法第244条の２第６項の規定により、ご提案申し上げます。

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

〇横山英雄議長 これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

大野議員。

〇17番 大野 栄議員 お手元に関東農政局のいろいろ資料が参考として私がけさ配りましたので、

あいあいセンターから出ているものがあると思います。目を通してください。

過日、12月３日の日の全員協議会の中で、いろいろとこの提案がなされ、協議がなされて、町長

はよく周知していると思いますが、指定管理者要綱の中の第４番の申請の手続のうち、その申請資

格の部分についての第１で挙げてあります。それは町執行部が指定管理者として指定しようとする

団体は、法人格を有する農業団体か、それとも法人のない農業団体の個人であるかということの中

に申請の要綱が入っています。仮に法人をこの有していない団体だとすれば、農業団体の法律上の

定義ができるわけですけれども、農家ということは、農業者、すなわち農家の定義というのは、耕

作面積が10アール以上の個人世帯及び耕地面積が10アール未満である場合は、年間農産物売上金が

15万以上の個人世帯としているが、町の指定管理者としてしようとする団体を構成する人、これに

みんな農家、法人に団体にされるのかどうか、今、指定管理者になろうとしている人がいるのか。

それから、あと、特にめん部におかれましては、農家ではない人もいるわけですけれども、これ

には該当しない、申請資格がない者まで含まれていると。またさらに、このめん部においては、町

を相手に訴訟を起こして、裁判を起こした方も含まれています。そういう資格のない農家の人がこ

この中でお仕事をする資格があるのかどうかと、町長、その辺どういうふうに思いますか。

〇横山英雄議長 金子町長。

〇金子正一町長 その農業に該当していない者が就労しているということについてですが、これはそ

のような状況があったということにしても、やはりそこで消費者の方に提供する。農家の方が生産

したものをそこであるいは加工して提供するということについては、私は特に問題ないのではない
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かというふうに思っております。

それと、町を訴えていた者がということでありますが、これについては特にその町が訴えられた

ということについての住民ということで考えれば、やはりそのような原因が何らかあったのではな

いかということで、そのことについての住民としての思いということであったのかというふうに思

っておりますので、特にそこに就労していることについて、私が組合の農畜産物処理加工組合の問

題でもありますので、私が特にそこを言明することはいかがと思いますので、考え方としては、基

本的にはそういった考え方を持っております。

〇横山英雄議長 大野議員。

〇17番 大野 栄議員 根本的に要するにその今のあいあいセンターの設立の精神から、今の町長の

答弁は逸脱しています。目的としては、関東農政局の１ページにこの記載されていますけれども、

消費者に地域で生産した新鮮な農産物や農産加工品を提供して、地産地消を推進するとともに、生

産者と消費者の交流を通して地域活性化を図り、地域雇用の創出と農家の所得向上を目指すという

のは一番の目的です。その就労している者に農家でない方がだれでも入ってきていいということで

あれば、あいあいセンターの目的から逸脱しているのですよ。そして、その中に町を訴えて云々と

いうのは、これは組合の方が採用しているからとあなたは逃げますけれども、今は、現在は直営の

あいあいセンターです、管理委託まだしていないのですから。直営ですから、そういう組合に町と

して提言することが当然できるわけですよ。いかがなものでしょうか。それをやる必要はあると思

いますよ。

またさらに、２ページ、関東農政局の出しているアクセスの中の２ページ、めん類部の中で、地

元産ソバを使用して、めん類部員が交代制でそば打ちを行い、同センター内のそば食堂で手打ちそ

ばを提供している。取り組み当初は１日75食を販売目標として邑楽町産ソバを使用していたが、現

在では野菜てんぷらつきのそば定食を１日平均350食のそばを販売しているということも関東農政

局の中でインターネットで出ています。

過日、地場産のそば粉ではないのではないかということで指摘されて、よく調査をしなくてはわ

からないと町長、答弁していましたよね。あのあいあいセンターのそば粉、どこで購入しているの

ですか。調べましたか、お尋ねします。

〇横山英雄議長 金子町長。

〇金子正一町長 まず最初に、その組合が経営しているものについて、町直営だというふうなお尋ね

ですが、私は町が直営でやっているものではなくて、組合がこれはこの大野議員の配付された文書

から言えば、邑楽町あいあいセンター利用組合が運営をしているということでありますので、町は

その施設を貸し出しをしているということでありますので、直営ではないということを申し上げた

いと思います。

それから、地場産のそばについて調査をしたかということについては、担当課長から説明させま
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す。

〇横山英雄議長 中村産業振興課長。

〇中村紀雄産業振興課長兼農業委員会事務局長 お答え申し上げます。

関東農政局のほうで載せておりますホームページの今、議員からご指摘の２ページの一番上段に

地元のそばをということで明記されていることは事実でございます。この件について私のほうでち

ょっと調べてみましたところ、この関東農政局からこの邑楽町のあいあいセンターの活動状況につ

いてホームページとして載せたいという提案がございまして、取材があったようなことで聞いてお

ります。そのときにこの当然そばの話が出たわけでありますが、あいあいセンターとしますと、こ

のホームページつくったのが平成17年度かと思われます。その時点におきますと、邑楽町のそば粉

というのは使っていなかったわけですから、あいあいセンターとしますと、現在仕入れている場所

のそば粉を使用しておりますということで明記したそうです。

このページの一番最後のほうを４ページをちょっとごらんいただきたいと思います。４ページに

幾つかの写真が載っておりまして、その左の上段にソバ生産組合と契約ということで、ソバの栽培

状況の写真が載っておりますが、この写真につきましては、現在ソバを仕入れている場所ですが、

ありますが、新田町でございまして、新田町のソバの栽培状況を写真化したものでございます。た

またまあちらに来られた関東農政局の方が前橋の方でございまして、こちらに来る間においてこち

らから情報提供いたしましたので、新田町のソバの作付状況を写真に撮ってきたと。関東農政局と

しますと、太田統計に情報のほうで載せているわけでありますが、自分の事務所の管内ということ

が東毛地区ということで考えているようでございまして、東毛地区は地元であるということで、地

元ソバということの明記をしたというふうに私はそのように伺っているところでございます。

それと、どこからソバを仕入れているかというようなご指摘がございました。それについて確認

をしましたところ、旧新田町の名前ですと、大根と言っているのでしょうか、大きい根っこの根で

すが、大根南転作機械推進利用組合と栽培契約を締結しまして、納入しているということでござい

ます。

それと、あいあいセンターに従事される方々への状況でございますが、あいあいセンターとしま

すと、利用組合の規定をつくっておりまして、その規定の中で、その働く方々への雇用の条件とい

いますか、そういうものを示しているということでございます。

以上でございます。

〇横山英雄議長 大野議員。

〇17番 大野 栄議員 町長、今、生産しているところは、課長の答弁聞いて、あなたどういうふう

に思いましたか。地場産のそば粉だと思っているのでしょう、みんな町民も、みんなインターネッ

トもこれも。偽装でしょう、これ。新田の生産組合の転作組合のこの写真にインターネットであい

あいセンターが出して、関東農政局も出しているのですよ、これ。みんなあそこでやっているのは
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地場産のそば粉を使ってやっていると思っているでしょう。それが新田のほうから仕入れしている

と。新田の直営ではないのですよ、あそこ。邑楽町直営ですよ。あなたは組合が運営している。確

かに運営は組合がやっているかもわからないけれども、管理は邑楽町でしょう、管理は。だから、

その管理を委託したいので、今条例が出ているわけでしょう。管理というのは町が管理するのです

よ。しているのですよ。間違わないでください。そして、地場産のそのものを使うということでな

っているのですよ。こういう契約も何も地元でやるべきでしょう。何で新田町の転作組合のそれと

契約結んで、こんなうその偽装と同じですよ、地場産で。笑っている場合ではないでしょう。今あ

ちこちで偽装をやっているでしょう。地元のそば粉を使ったあいあいセンターにしなくてはだめで

しょう。だから、そこまで私はちゃんとこの間の全員協議会の中でも、仕様書の中に管理強化をし

ていきますというふうに言っているけれども、今やられていないのだから、管理委託したら野放し

ですよ。だから、私は町は、議会は管理委託をするということで決めてあるわけですから、そうい

う方向にいっていると思います。

しかしながら、これを放置したまま管理委託できないでしょう。きちんと地場産のここに書いて

あるように、ソバ生産組合の契約、地元産の手打ちそばと、このように指導するまでは管理委託で

きないでしょう。どうですか、町長。

〇横山英雄議長 金子町長。

〇金子正一町長 ちょっと大野議員の質問の２ページ、めん部ではというところがありますが、ちょ

っとそこを朗読してみたいと思うのですが、めん部では、地元産ソバを使用して、めん類部員が交

代制でそば打ちを行い、同センターのそば食堂で手打ちそばを提供している。取り組み当初は１日

75食を販売目標として邑楽町産ソバを使用していたが、現在では今、大野議員が言われるような状

態になっている。振興課長のほうで、地元産ということの認識は県内というか、そういう認識で持

っていたというふうな説明がありましたが、その当初はそのような形でやっておりまして、現在は

新田町ということですが、その利用組合と契約をしているということでありますけれども、それは

そのとおりのようでございますので、それが町で生産されたそば粉ではないということはそのとお

りだというふうに思います。

その後、これを放置したままということで、この指定管理ができないということでありますが、

当然これは地元でソバ生産がされていないということになりますと、そのめん部は消費者の方に提

供できないということになりますので、これは振興課長のほうからも、私も含めてそういった状況

があるので、ソバの生産についても、町にもソバの生産組合もあるようですから、その組合にも課

長のほうから協議をして、地元産のソバを使用できるように指導していきたい、こんなふうに思っ

ております。

〇横山英雄議長 大野議員、３回やりました。

〇17番 大野 栄議員 だから、質問ではないですよ。
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〇横山英雄議長 まとめだけ。答えないですよ。

大野議員。

〇17番 大野 栄議員 今、町長が答弁したけれども、承知しているのです。当時はそういうことを

地元産を使ったけれども、今度新田のほうにしたと。そこには理由があるのでしょう。生産してく

れる人がいなければ、生産するように育成すればいいのではないのですか。白菜だって何だって、

そういうような時期には行政として、農家のそういう生産向上のため、いろいろやっているでしょ

う、補助事業でも何でも。だから、新田と生産をして云々ということがおかしいでしょう。地元産

の農産物の直売、直営販売するということで、何で東毛地区だからいいのだなんていったらだめで

。 、 。しょう 地元産のものを売るという中であそこはできた 補助金をもらってつくった建物でしょう

そうしてあなたは逃げてしまっている、すべてにおいて。地元でつくる人いないから、つくる人い

なかったら、つくるようなシステムの直売所にすればいいのでしょうに。これからやります。今で

きていないのがこれからできるわけないでしょう。

だから、私はこの管理指定は指定の方向でいいのですけれども、今の軌道をきちんと修正して、

地元産のそば粉を使うような栽培契約の見通しもつくって、それから管理委託をしなさいと言って

いるのですよ。

以上、私の考え、意見終わります。

〇横山英雄議長 本間議員。

〇13番 本間恵治議員 今、大野議員が言いました。議会の前の全員協議会でいろんな意見が出まし

たけれども、一つも改善されないです。町長は邑楽ブランド米を立ち上げるとか、いろんな農家の

救済を訴えながら、片方では地元のソバを使わないで、よそのそば粉を容認している。地域の農家

のある意味では救済を考えた中でのあいあいセンターだと私は思っています。ですから、地元でと

れたものを地元の人が加工して皆さんに召し上がっていただく。それが根本なのですよ。

あなたは全員協議会の中でそば粉が不作だったから、とれなかったから変えたということも言い

ましたよね。それは議事録にもちゃんと入っていますから、起こせば出ますよ、私も聞いています

から。地元のソバをつくった生産組合と一時は契約をして、ソバをつくっていただいていたのでし

。 、 、 。ょう そば粉がないときには 高いお金を出しても 同じ値段で出していた生産者もいたのですよ

そういうことをやはり理解した中で、地域の農家の人たちをやはりそのあいあいセンターの中で、

やはり盛り上げながら、地域の産業を活性化していくのが当然当たり前のことだと思うのです。

花屋さんだってそうです。市場から持ってきた花屋さんが出すのと、地元で花を生産していた人

。 、 。が一生懸命そこで皆さんに安く提供しようと思ってつくっている方と でも 私も聞いていますよ

「うちの曲がった花じゃ本間さん売れないよ 。１人抜け、２人抜け、やめた方が３人も４人もい」

ますよ、実際に出していた人の中で。そういう現状を把握しなければだめですよ、執行側として。

当然のことでしょう。そういうのを精査した中で、きちんとした約束をつくった中で、やはり委託
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していくのでしょう。今のまま野放しで、ただそのまま移行していくのであれば、別にやる必要な

いのではないですか。そうだったら、もっと地代取って町のために事業収益上げるほうが私はいい

と思いますよ。農家の人たちが自分たちでつくったものを加工して売るという、そういう一つの目

標を掲げた中で補助金をもらって、無償で貸しているわけですから、今だって。これからだったっ

て、地代取るわけではないでしょう。ただ、やっている人が、もし軽微な部分について自主的に直

してくださいという、そういう規約は入っていますけれども、ある意味では地域の人たちのために

なるから、そういうふうに図った中でやっているわけでしょう。何ら規約も変えないで、今やって

いる人たちをそのまま野放しにして、そのまま渡すのであればやる必要ないですよ。委託するので

あるから、ここできちんと精査をした中で、正しい方向に持っていくのが執行側の立場でしょう。

全然反省なしで、そのままこれを通すのであれば、邑楽町の町民の人たちに何という言いわけする

のですか、そうしたら。これだったって、皆さんの税金がこの中で使われているわけでしょう、温

存するために。きちんとした答弁してくださいよ。町民が納得できる答弁をしてください。

〇横山英雄議長 金子町長。

〇金子正一町長 そばのこと、それから花のことということで、具体的に出ました。これは担当で調

査をした報告は受けているわけですけれども、そばについては、今、本間議員が質問されたような

経過はあったようです。平成８年の事業開始から11年ごろまでは先ほど申し上げました町内のそば

を使用していたと。しかし、気候等の影響で不作になってしまったということで、当然不作になれ

ば価格の問題も出てきましょう。いろいろあると思いますが、そういう経過があって、今の現在に

。 、至っているということです 決してあいあいセンターのほうに指導していないということではなく

指導していますので、ご理解いただきたいと思いますが、それと花のことも、これは直接本間議員

のほうにも担当が聞き取りに行っているかと思うのですが、そのような状況があったと。そのよう

な状況というのは、出荷をしても売れないということを、その出荷者の方が言っていたようであり

ますけれども、出荷をされていなかったと、それは売れないということを生産者が思って出荷をし

ていなかったということもあるようですが、いずれにしてもこの指定管理をする上では、先ほども

大野議員にも申し上げました。細かい、管理が終わった後は、きちっとした形での仕様書等もでき

ていまして、その協定書の中で指導していくと、そのように思っていますので、今までがそうだっ

たからということの話がありますが、指定管理を議決をいただいた後は、きちっとした対応を契約

書に基づいてとっていきたい、こんなふうに思っております。

〇横山英雄議長 本間議員。

〇13番 本間恵治議員 契約した後はきちんとする。口だけですよ。私は何にも直らないと思います

よ、今の状態では。ではそば粉が不作なときに、ほかから仕入れたのはいいですよ。曲がりなりに

も百歩譲って。では何でとれるようになって、ではまた仕入れないのですか。何でではずっとその

まま来ているのですか、現状に。行政指導も何もしなかったということでしょう、そうしたら。怠
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慢でしょう、お役所の。みんなつくっていた人が、出していた人たちが、それで途切れてやめてし

まっているのでしょう。組合までつくって、委託契約までして、途中で破棄したり、そういう経過

もあるのですよ。そこにはだって行政が入っていたでしょうよ、中に。何でそれをではもとに戻せ

ないのですか。もとの根本につくったときの地場産業の活性化のために、農家の人たちのためにつ

くった。何でそれがどんどん、どんどん離れていっているでしょう。どこででは軌道修正するので

すか。契約してから軌道修正する。ふざけるのではないですよ。契約する前だから、きちんと内容

を固めて、それで契約するのでしょう。中身があやふやで契約して、後から直しますなんてことで

きるのですか。それでは契約不履行になってしまうでしょう。だからこそ、ここできちんとした確

立をして、それでこれでお願いしますと持っていくのが筋だと思いますよ。なぜそれがわからない

のですか。だから、この間あれだけいろんな議論をした中で、少しでも改善して、ではこういうふ

うにしましたからどうですかというのが執行側の立場でしょう。何も変えないで、そのまま出して

きて、また同じ議論をここでするわけでしょう。全然前に進んでいないでしょう、一つも。では前

の全協のときに、いろんな話が出たのは何だったのですか。よく考えて、反省してくださいよ、ち

ゃんと。何が何でもそのまま通そうというのであれば、断固として私は反対します。

〇横山英雄議長 暫時休憩します。

〔午前１１時０６分 休憩〕

〇横山英雄議長 休憩前に引き続き会議を行います。

〔午前１１時２０分 再開〕

〇横山英雄議長 金子町長。

〇金子正一町長 本間議員の質問、それから先ほど大野議員の質問の中で、契約というか、契約をし

てからというようなお話、お答えをしたかと思うのですが、これは言葉が足らなかったわけであり

まして、現在も担当をして指導をしておりますし、管理者として議決をいただいて協定を結ぶとい

うことになれば、今まで以上に指導して、質問が出されたようなことを一つ一つ改善をしていくと

いうことで指導していきたいと、こんなところでありますので、ちょっと答弁の中身で、今してい

ないような受けとめ方をされたかなと思いましたので、今もやっておりますので、そのことでちょ

っと訂正をさせていただきたいと思います。

〇横山英雄議長 本間議員。

〇13番 本間恵治議員 最初は、組合に任せてあるからと言って、今度は指導していると。何でもい

いから通ればいいのだ、そういうふうにしか私には受けとめられません、町長の答弁は。真剣だか

らこそ私も訴えているのです。少しでも邑楽町の農家のために役に立つ施設になってほしい。町長

が公約に言いました邑楽ブランド米を立ち上げる、それと同じことですよ、あいあいセンターだっ
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て。地域でとれたものをみんなに喜んで食べてもらう。何一つ変わりないではないですか。そのた

めに組合をつくって、その施設を有効利用してもらうのでしょう。根本のを忘れたら脱線するだけ

ですよ。あなたが課長のときでしょう、そのそば粉を打ち切ったのも。そういう話ですよ、突き詰

めると。それで、不作だったからほかから買った。ではなくて、そば粉が高くて買えないから、安

いところから仕入れたのでしょう、そのときに。そういう話ですよ。そのときに生産者と委託契約

も結んでいるのですよ。だけれども、一方的に破棄されたらしいですよ、その地元の人たちは。そ

れから注文がなかったと、契約したのに。そういう経過を踏まえた中で、今があるのですよ。もと

。 、 、 、 。 、に戻せばいいでしょう だけれども 戻さないでしょう それも よそから仕入れていて それで

そのまままた委託するのですか、同じように。今やっている人たち野放しにして、そのまま渡すの

ですか。それで、何、いつ指導するのですか、では。ここへ出てきたということは、これで通すと

いうことでしょう。何が中が変わるのですか。もう少し地域のことを考えた中で、やはり生産者を

大事にして、その施設を有効利用してもらうために、どういうふうに町としてとったらいいのか、

それをきちんと確立した中で私は提案するべきだと、契約するべきだと思いますけれども、最後に

町長、その気持ちがあるのかどうか、何が何でもここで通して、そのまま進むのか、明確な答弁を

してください。

〇横山英雄議長 金子町長。

〇金子正一町長 本間議員が質問されたように、きちっとした対応をしていきたいと、こんなふうに

思っております。その詳細にわたって、今いろいろありましたけれども、課長のほうからその辺の

ところについては回答させますけれども、私の考え方は、本間議員が言われるように、地元産のも

のを使う。それが今までそういう経過だということであれば、今まで前の町長あるいはその前の町

長のほうの指導がどうだったかわかりませんけれども、管理者に指定されたということになれば、

そういうことがないようにやっていきたいと、こんなふうに思っております。

〇横山英雄議長 本間議員、３回やりましたから。

〇13番 本間恵治議員 答えはいいですよ。

口では何とでも言えるのですよ、ちゃんとやりますと。いつやるのですか。どこをどういうふう

に変えるのですか。だって、今ここへかけて通そうとしているのでしょう。かけてから直すのです

か。もう少し聞く耳を持って、前の全協のときに同じことが何回も出ているわけですよ。何をひと

つ改善したのですか。この中身のどこが変わったのですか。それだったら何も全協で諮る必要もな

いし、委員会で話す必要もないでしょう。真剣にその中でいろんな意見が出ていると思いますよ、

私は。それ何一つ改善しないで、そのまま出してくること自体が私は、それで何とか通してもらお

うと思って答弁しているだけでしょう、町長は。何一つ改善されていないですよ。そういう姿勢だ

ったら、何を言っても水かけ論になってしまうでしょう。何とか納得して皆さんに賛成してもらお

うとすれば、おのずと私はいいものは取り入れて、少しでも改善した中で諮っていくのが執行側の
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立場だと思いますよ。できるだけそういう気持ちを常に持ち続けた中で対応していただかないと、

これからますます大変になりますよ。

〔 議長」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 その前に、中村産業振興課長。

〇中村紀雄産業振興課長兼農業委員会事務局長 前段の答弁ということでご理解いただきたいと思い

ます。

担当者として現在めん部におけるそば粉の使用等についての指導の経緯でございますが、たまた

ま私が４月から産業振興課のほうに来たときに、このことについてちょっと疑問に思いました。こ

としの８月ごろだったでしょうか、月１回の役員会に出席をさせていただきまして、特にそば粉に

ついて町内のどんなような経緯で納入しているかということを問いただし、そば粉等については全

数というわけにはいかないにしても、町内のものを使用する努力をしてほしいということで強く要

請をしたものでございます。その結果、当時、今の組合長でございます栗田さんが藤川に在住して

おりまして、藤川地区としてソバをつくってみようということで、ことし作付を若干していただい

た経緯がございます。ただ、これが永年的に続くものか、そのものが一部として納品という形で形

にあらわれるものかについては、ちょっと確定できないところがありますが、この辺については今

後作付者の拡大に向かって努力をさせていただくということでご理解いただきたいと思います。

、 、 、それと 先ほどから協定書等の中身の問題が出ておりますけれども 今までのあいあいセンター

現在の貸し借りの状況ですと、４月１日から借り受けるということで貸します、借りますというこ

とで形には終わっております。しかし、この指定管理者制度になりますと、町の条例によって協定

書の締結が義務づけられております。借りる側とすると、指定管理者側とすると、大変厳しくその

制約を受けるということの中で営業していただくと。決して今までが自由に奔放にやっていただい

たということではありませんけれども、指定管理者制度はそういうその協定という中に基づいて制

約を受けた中で営業していただくと。その中で毎月ですか、毎月15日に業務内容について報告を求

めたりすることにもなっておりますので、議員ご指摘のとおり、現在全体的には設立当時の目的に

沿って事業運営をやっていただいておりますが、ご指摘の点等を考えると、一部努力的に不足して

いる部分もあると思いますが、その辺は今後の私たち職員の指導ということで強めていきたいとい

うふうに考えておりますので、ぜひご理解をいただきたいということで考えております。

以上でございます。

〇横山英雄議長 ほかに。

小倉議員。

〇11番 小倉 修議員 今までの話を聞く中で 自分で議場であったことを訴えて 銭よこせ 600万、 、 、

、 、 、出せと裁判所へ訴えて そして自分が負けそうになったら放棄をして そして放棄って何だんべな

どういう意味だという方ですから、こういう結果になるのかなと。
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私は税務課長、納税者の立場で考えておるのですが、町を訴え、取り下げ、町に銭を使わせてお

いて、我々の税金ですよ、町民の。税務課長、そうでしょう、町の予算ですから。我々の税金です

よ。町を勝手に訴えて、そして取り下げて、町に損害を与えて 「町民は何らかの原因があったん、

だからしようがなかんべ」と言うような町長なら、本当にすばらしいです、あなたは。納税する人

の気持ちになって、税務課長、考えればそうではないですか。町を訴えて、町に何百万も損害を与

えているのですよ。我々もだれかに訴えられて放棄をして逃げていってしまったけれども、金を使

っているのですよ、何百万も。同じです。その方が町のつくった施設を使って利益を得ると 「し。

ようがなかんべ。その人はその人の考えがあったんだから」と、あなたはそうやって言っているの

。 、 、 。 、ですよ 我々納税義務者からすれば 納税者から見れば これはいかがしたものかなと 税務課長

税金を徴収する立場の中でどう思っているかお答えください。

〇横山英雄議長 税務課長。

〇小島哲幸税務課長 お答えを申し上げます。

税金を徴収する立場でというようなご質問かなというふうに思っております。大変19年度で決算

を認定をされましても、平成19年度から20年度へ大変多額な未収金もございまして、それらの圧縮

に苦労している部分はございます。大変税金を預かる立場としますと、社会情勢まで含めて大変厳

しい状況にあるというふうに認識をしております。

以上でございます。

〇横山英雄議長 小倉議員。

。 。 、〇11番 小倉 修議員 税務課長の答弁はすばらしいなと 納税者も今大変なのです しかしながら

今回あいあいの指定管理者制度をどうするかと、その中に町を訴えた方がいると、全協から出てい

るのです、そういう話が。私も町でとれたもの、新鮮なもの、安いもの、安全なものを町民に提供

するということは非常によろしいことかなと思うのですが、やはり私も両手を挙げて賛成したいで

すよ。だが、この状況では賛成できないでしょう、町長。町を訴える、だれか訴える。弁護士に聞

けば、その辺を歩いている人も訴えられる。名前も知らない、行き会ったこともないやつまで今訴

えられるのです。では町を町民が、何千人、何百人がみんな訴えたら、どうなるのですか、町は。

それで、何かあったら 「いいや、取り下げちゃえば」と。それで、町に損害を与えて 「そのまま、 、

で結構だと、じゃ、あいあいの施設借りたいというならば貸すべやと、あそこの施設借りたいとい

うならば貸すべやと、しようがなかんべ、町民だから」と。それで納税する義務があるのですか、

我々は。その施設も何もみんな町民の税金から成り立っているのでしょう、基本的には。あなたの

ポケットマネーではないのだよ。自分のポケットマネーみたいなことを言っているけれども、責任

感がないよ、あなたは、ふざけているよ、あなたは。答えてみなさい。

〇横山英雄議長 金子町長。

〇金子正一町長 十分責任を持った行政をやっていると、そのように認識しています。
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〇横山英雄議長 小倉議員。

〇11番 小倉 修議員 あしたは一般質問の日でございます。あなたみたいな人と指定管理者制度に

ついての内容についてこれ以上話す気はない。

終わります。

〇横山英雄議長 ほかにありますか。

小沢議員。

〇３番 小沢泰治議員 現在あいあいセンター運営されているわけですけれども、邑楽町の施設を使

いまして、先ほどもお話出ましたが、そばについて70食から、今350食ですか、またただのそばだ

けから、てんぷらがつくだとか、そういうもろもろ付加価値をつけて、売り上げも２倍近くになろ

うとしているのでしょうけれども、そういう中で非常にすばらしいと思うのです。思うのだけれど

も、やはりそれ実行するのに当たりまして、立ち上がりから農水省の補助金をいただいて、あれが

できたわけでしょうけれども、管理は邑楽町に移された。邑楽町の資産となった。それを利用して

地場農産、農業の振興ということで非常にいいわけですけれども、やはりこれがこのようにもめる

のには、原因が幾つかあると思います。

まず、指定管理者ということですから、この申し込みの受け付けの段階でもいろいろ問題があっ

。 、 、 、た また それ以前に邑楽町においては 他市町村に非常に恥ずかしい思いをした訴訟事件ですか

それが幾つもありました。そういう中で、今回のこの指定管理者を協定して設けるのだということ

なのですが、やはり町の施設を利用し、あるいはその中にある、こちらにも、この案にも書いてあ

りますけれども、やはり什器備品等いろいろあるわけです。そういう中で、それは消耗品であり、

経費で落としてしまったのだからと言えばそれまでかもしれませんけれども、この管理者の協定の

、 。 、内容が私は全員協議会でもお話ししましたが 全然なっていないと思います なぜかと申しますと

いろいろここにるる備品等も書いてありますが、こういうものがこれ町の財産かと思いますが、途

中に、まず期間からお話ししますと、24年の３月31日までがこの管理者の指定の期間です。それを

過ぎたときには、また公募なりして管理者は新たに決めるわけでしょうけれども、そういうときに

この中に書いてあります期間が限定されているのに、30万の備品までは税法上でいけば経費で落ち

てしまうかもしれません。でも、現実にそのすばらしい多くの財産が手元に残ってくるわけです。

利用組合が購入したものであるけれども、その辺の今度３月31日、24年の３月31日が来たときに、

、 。 。どのように処理するのか その辺も全然うたっていない 帰属がどこに帰属するだとかもしてない

そういうことであると、そのときに次の業者が入るとすれば、いろいろこのまま引き継いで、また

次の３年間だか５年間だかいくのであれば、そのまま問題ないと思います。だけれども、これはそ

うとは限りません、契約ですから、協定ですから。その辺を念頭に置いた中でのこの文言の整理等

をして、やはりできれば取り下げて、賛否をとる云々でなくて、取り下げて十分吟味した中での再

、 。提出のほうが邑楽町の将来のため あるいは町民の融和のためにも非常に大事なことかと思います
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その辺、町長、私は出直しがいいかと思うのですが、いかがでしょうか。

〇横山英雄議長 金子町長。

〇金子正一町長 協定書の内容については、事務担当専門のほうでお答えすることをさせていただく

ことにして、提案をしたことについては、ぜひ議員の皆さんにご理解をいただいて、可決をいただ

きたい、このように思っております。取り下げをする考え方はありません。

〇横山英雄議長 小沢議員。

〇３番 小沢泰治議員 いや、この最終責任はだれが負うのですか。その負担がもし出たときはだれ

が負うのですか。町長であるから責任は町長がとるのですよ。事が発生したときに、ではだれが責

任をとる。町長が一応とるのですけれども、その場合に、４件も５件も裁判があったのですから、

町民の皆さん、よくわかります。役場の職員もよくわかります。議員もよくわかっています。そう

いう中で、こんなずさんなものをつくって、これを通して町が運営するということは私はいかがな

ことかなと思います。本当にこれ問題がいっぱいありますよ。それで、これは担当課でやったのだ

からということで、担当課に押しつけするのでなくて、町長のこれは提案ですよね。もう一度答え

をお願いします。

〇横山英雄議長 金子町長。

〇金子正一町長 決して担当に責任を転嫁するつもりはありません。中身について専門的な担当です

ので、そのことについてはということを申し上げたわけでありまして、その問題が発生した場合に

どうするかというのは、議員が質問のとおり、そのように考えております。

〇横山英雄議長 小沢議員。

〇３番 小沢泰治議員 やはり金銭がこれかかわる問題なのです。例えば町長が過去議会の中で、百

条委員会とか、そういうことでやったのとはまた意味合いが違うのです。これは公の、公共の利益

になるわけですけれども やはり約束事 決め事はしっかりしたもので提出してくる 特に今は30万、 、 。

まで備品等がその年度の経費で落ちてしまいますからいいのですけれども、それは全員協議会でも

お話ししましたが、その期の終わりのころに物が壊れてしまったと、どうしても買い替えなければ

ならない。そうしたら30万までは組合のほうで購入するわけですから、ではそれが実際に３月31日

になって管理者がかわった場合のまたいろいろもめごとも発生します。ですから、全員協議会でも

お話ししましたように、施設の管理といいますか、それにつきましては、町でやる、営繕いろいろ

につきましても。それで、やはり利用組合、利用なさる管理者から地代、家賃、それなりの負担を

していただく、そういうことが必要かと思うのですが、ぜひこれ問題多く含んでいるので、議員の

皆さんも読んでいただければわかると思うのですが、私は町のほうでぜひ出したものを取り下げる

のはちょっと出した方にしてみると、いかがなものかと思うのでしょうけれども、再提出をお願い

できればと思います。

〇横山英雄議長 中村産業振興課長。
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〇中村紀雄産業振興課長兼農業委員会事務局長 全協のときにお配りしました協定書の18条に、そう

いう現場における備品の修理等の費用の問題が記載されているところでございます。その協定書の

後半のほうに非常に細かく表で町が当時設置した備品等の名目が全部ついております。こういうも

の、町が設置したものを修理する場合ということもありまして、指定管理者が終わって、次の人が

使える状況にしておくということも施設管理の重要な位置づけでございます。その場合は、使った

ことによって、その指定管理者が使ったことによって破損をしたものか、劣化をしたものかによっ

て、それを見きわめて協議しましょうということが条文でございます。基本的には指定管理者が自

分で使うために設置した備品については、原則としては、もう指定管理者が切れた時点で引き取っ

てもらうということが基本的には基本になるかというふうに考えております。

以上でございます。

〇横山英雄議長 金子町長。

〇金子正一町長 再提出の話がありましたが、その再提出する考え方はありません。

、 。 、なお 小沢議員のほうから協定書の内容が全然なっていない ずさんなものをつくってという話

質問がありましたが、私は担当とすれば、責任を持ってそういう問題等が発生しないように、ある

いは発生した場合にはどうするかということを十分考えた上で作成したものと思っておりますの

で、私は決してずさんなものをつくっているというような思いはしておりません。担当が真摯に一

生懸命考えて、問題が起きないように、そして目的に沿うような形でぜひお願いしたいということ

でございますので、再提出という話がありましたが、そのする考え方はございません。

〇横山英雄議長 小沢議員、３回ね。

小沢議員。

〇３番 小沢泰治議員 なぜ大事かということは、例えば21条、全員協議会でもお話ししました。こ

の文言に建物共済、建物は役場のものだから役場でつける。それで、本業務の実施に当たり、乙が

付与なければならない保険は次のとおりである。ただ書いてあるだけなのです。個々に十分、事が

起きたときの十分な賠償ができるような保険をつけるよう文言が入っていればいいのですけれど

も、それが入っていない。そういう中で、指定管理者が、管理者の栗田さんが組合長になるわけで

すか。理事の方がどういう方が入っているかはわかりませんけれども、これについているかな。事

が起きたとき、第三者には賠償しなければならないのですよ。賠償とは限らず、例えば金貸しの焦

げつきについても責任を問われます。邑楽農協でも過去にあったと思う。例えば今の老人福祉セン

ター、あの辺等はそういう関係で、ああいう処分によって、今あんな格好になっているわけだと思

うのですが、そういうのを勘案しますと、やはりこの文言を訂正する、そういうことをしなかった

ら、これは指定管理者の組合長だけのことで終わることではないのです。そのツケは邑楽町町民に

すべてかかわってくるのです。ですから、出し直してほしいという私お願いです。

議員の皆さん、これ見るとよくわかると思います。ぜひよろしくお願いしたいと思います。
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〇横山英雄議長 中村産業振興課長。

〇中村紀雄産業振興課長兼農業委員会事務局長 この保険の21条の考え方でありますけれども、指定

管理者を指定することについて協定書を締結するのだというふうに先ほどは私お答えさせていただ

きました。ですから、今現在、きょう現在のあいあいセンターの状況からしますと、町とあいあい

センターでは、法律上協定を締結することが求められておりませんので、こういう締結というのは

されていないわけです。そうしますと、こういう損害賠償等のものについては、どういうものを保

険に入れろとか、どういうふうにしなさいという指導はできません。しかし、今度指定管理者制度

になることによって、こういう細々とした損害賠償責任保険、総合賠償責任保険も入れてもらうの

ですよということを逆に文字化することによって、指定管理者側に制約を加えるということでござ

いますから、今の体制から考えれば、逆にそれを明示することが、それを利用する方、そこで働く

方への教示になるというふうに理解をしております。

以上であります。

〇横山英雄議長 ほかにありますか。

暫時休憩します。

〔午前１１時５４分 休憩〕

〇横山英雄議長 休憩前に引き続き会議を行います。

〔午後 １時００分 再開〕

〇横山英雄議長 ほかに質疑ありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 質疑なしと認めます。

これにて質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

大野議員。

〇17番 大野 栄議員 議案第91号 指定管理者の指定についての反対討論いたします。

私はこの指定管理者にするということは、議会でもう議決されております。今、いろいろ本会議

の中あるいは過日の12月３日の全員協議会の中でもいろいろ議員から意見が出たように、今ここで

指定管理者の指定をするのには時期尚早であるというふうに考えます。その理由は、先ほど私は申

し上げましたように、この組合のあいあいセンターがなぜできたのかということです。国の経営基

礎基盤確立の農業構造改善事業の補助を受けながら、平成８年度に開始したものだと思います。そ

の設置目的は、消費者に地域で生産した新鮮な農産物や、その加工品を提供し、地産地消を推進す

るとともに、生産者と消費者の交流を通して地域活性化を図り、地域雇用の創出と農家の所得向上
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を目指すことであるというふうにされて定義づけられております。

よって、またこの応募要項の中には、先ほど申し上げましたように、関東農政局情報センターの

情報等によると、地場産のめんを使って云々ということで書いてありますけれども、これが先ほど

の中では、地場産のそば粉ではなかったということが明確になりました。新田の生産者組合のそば

粉を使って生産をしているということです。しかしながら、インターネット等にはそういう地場産

のそばを打ってということで記載されて報告されておりますので、それが虚偽になるのではないか

というふうに私は思います。町民、議員の私も地場産の粉を使った地域の活性化、農家生産者の基

盤経営を安定するためのそういう施設だと思っていたけれども、実際のそば部門についてはそうで

はない、偽装があるということです。

したがいまして、その辺を町長は精査すると言っていますが、休憩時間にいろいろ聞いてみます

と、町長が産業振興課の課長のときに、そのそば粉の生産組合を設置して契約をしたと、その後し

り切れトンボになったというふうに契約をした方からその話も聞きました。ですから、そういった

点では、当時町長は産業振興課長でその辺の経緯をよく知っている、ご存じなはずです。したがい

まして、金額が合わないから云々とかなんとかと答弁していましたけれども、実際の話を生産者か

ら聞いてみますと、そうではない部分もたくさんあります。したがいまして、それらも含めて、こ

れから先ほど課長の答弁にありましたように、環境保全対策とか何とかということで、ソバを作付

して、今ソバの収穫ができたようですけれども、そういうふうに地場産のそば粉をこれから組合を

つくって、生産をして、契約をして、そういうところまで軌道修正をして町長はやると、先ほどこ

れから契約をしてから、管理委託をしてからやるのだというふうに言っていますけれども、そうで

はなくて、きちんと今できることは手を打って、そして地場産の粉を使えるような形にして、そし

て管理委託をするのが私は望ましいと思います。今進めている藤川地区、どこの地区でも結構です

けれども、そういう組合をつくって、そばの契約をしてというところまでいけばいいなと私は個人

的に思っています。したがいまして、それらの諸手続、また行政としてそういう指導をしながら管

理委託の方向にやるのが私は望ましいと思います。したがいまして、この指定につきましては、ま

だ時期尚早であるというふうに思います。

以上です。

〇横山英雄議長 ほかに。

本間議員。

〔13番 本間恵治議員登壇〕

〇13番 本間恵治議員 議案第91号 指定管理者の指定について反対の討論をさせていただきます。

邑楽町の農業の振興に資するために、私はこのあいあいセンターがあると今でも思っています。

町長の公約には邑楽ブランド米を立ち上げるとか、邑楽町の農業の振興に少しでも寄与しようとい

う目標を掲げながら町長に当選されました。私は指定管理者に移行する今だからこそ、正しいあり
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方のきちんとした規則を確立した中で、これからの管理者に委託していくのが私たちの役目だと思

っております。邑楽町の農業の生産者がつくったものを加工し、そして地域に根差した品物として

多くの人に食され、愛されてこそ私はあいあいセンターの本来の姿だと思っています。それを先送

りした中で指定管理者制度を進めるのであれば、私は納得できません。邑楽町の農家の振興のため

にも、よりよい施策をつくっていただきまして、今後検討した中で改めて指定管理者制度の役割等

を検討しながら確立した規約をつくっていただきたい、そういうふうに思っております。

そんな中で、今回の指定管理者の議案につきましては、時期尚早であると、もっと検討を要する

ということをつけ加えまして、反対の討論とさせていただきます。

〇横山英雄議長 ほかにありますか。

小沢議員。

〔３番 小沢泰治議員登壇〕

〇３番 小沢泰治議員 ３番、小沢泰治です。議案第91号 指定管理者の指定についてということで

ございますが、邑楽町農畜産物処理加工施設の指定管理者、本件につきましては、来年の21年１月

１日から24年の３月31日までということで、こういうものができるのは私非常に結構なことかと思

います。それには、先ほどのお二人のお話のように、やはり置かれている農業であるとか、あるい

は商業、いろいろなものを勘案しながら、邑楽町に見合ったものができて、有効に運営されるのが

よろしいかと思います。

今回私、反対討論させていただくわけですが、これにつきましては、現在邑楽町のあいあいセン

、 、 。 、ター 非常にいいぐあいに運営され 提供されているかと思います その中のいろいろについては

また皆さん思うところそれぞれあるかと思いますが、ぜひ今回のこの協定書につきましては、内容

をもう一度吟味していただいて、年度の初めの21年４月１日から24年の３月31日まで３カ月間期間

異なりますけれども、ぜひこの中身、最初から見ますと、いろいろ問題ある箇所あると思います。

どうぞ皆さんよろしくお願いします。

私、そういう意味で反対討論とさせていただきますが、邑楽町の議会のチェック機能あるいは行

政の執行、チェック機能、それをゆだねる管理者、すべてがうまくいくようにと思いまして、反対

討論させていただきます。ぜひ４月１日からの実行、実施をしていただければと思います。

以上で終わります。

〇横山英雄議長 ほかに討論ありませんか。

小倉議員。

〇11番 小倉 修議員 議長、ちょっと足がぐあいが悪いので、ここでよろしいでしょうか。

〇横山英雄議長 はい、許可します。

〇11番 小倉 修議員 議長の了解を得まして、座ったままで議案第91号 指定管理者の指定につい

て反対の討論をさせていただきます。
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所管の委員会でございますが、所管の委員会では表決はしておりません。意見の中では、内容が

あっていれば半年でもいいのではないか、１年でもいいのではないかというような意見は大分出た

わけでございますけれども、私もそのとおりだと思っています。しかしながら、ここに至るまでの

意見を聞きますと、不安が非常に大きいわけでございます。問題が出たときに解決をするだけの執

行部、町長の考えは全くない。議会が賛成多数だったから、議会がこうしたからというようなこと

で、問題点が幾つも山積されているにもかかわらず、解決しようという努力が全くない。全く認め

られない。指定管理者にしてしまえばいいのだというようにしか聞こえない。やはり契約というも

の、約束というものは実行する前に、こう言って、こういうことをしてください、ああいうことを

、 。してくださいとお互いに話し合った中で 最良の方法をとるのが私は一番よろしいかと思うのです

ところが、執行部はいろいろ話し合いながらやっていきます。そんなことで町長、問題が出たらど

うするのですか。小倉議員が賛成したからこうなりましたと言ってくれても結構ですよ。これだけ

いろんな問題があるにもかかわらず、一つ一つを解決をして、不安を取り除いて、議員の皆様方ど

うでしょうかということであればまだしも、全くその努力をする気持ちがない。

建設経済委員会でもいろんな不安が出ました、石井議員のほうからでも。全くそれについても町

長は検討する余地すらない。それただ賛成しろと言うだけだ。それで、賛成多数で通ったらいいで

はないですか。もし問題が出たときには、議員が賛成してしまったから進んでしまったのだと、私

。 、 、 、はそういう結果になると思っております よって この議案につきましては 先行きの不安を考え

反対といたします。

以上。

〇横山英雄議長 ほかに。

細谷議員。

〔14番 細谷博之議員登壇〕

、 。〇14番 細谷博之議員 この指定管理者制度ですか このことに対して賛成討論させていただきます

多分このあいあいセンターが発足してもう十何年たつと思います。その中でそこにいる小倉修議

員も多分そのときに自分と話したことは覚えているかなと思いますけれども、私自身あのあいあい

センターが発足したときは、多分町の税金の持ち出しが大変あるのではないかな、そのように本当

に感じておりました。でも、ずっと見てきている中で、その十数年間の中で、今のあいあいセンタ

ーが本当に活況を帯び、皆様に利用され、その現在に至っております。

それで、皆さんが言うとおり、いろいろそれはあると思います、不備な点が。でも、先ほど担当

の課長が申したとおり、担当の課長、また町長がおります。その中で、もしこれが指定管理者に移

行した中でも不備な点はお互いに話し合って変える、直す、そういう形の中でこの今まで努力して

きた皆様が頑張っていただけるように、この指定管理者制度に関しては、私は賛成と考えておりま

す。
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以上です。

〇横山英雄議長 ほかに討論ありませんか。

よろしいですか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 それでは、討論を打ち切ります。

これより議案第91号 指定管理者の指定について採決をします。

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔起立多数〕

〇横山英雄議長 起立多数。

よって、議案第91号は原案のとおり可決されました。

◎日程第１１ 議案第９２号 平成２０年度邑楽町一般会計補正予算

〇横山英雄議長 日程第11、議案第92号 平成20年度邑楽町一般会計補正予算を議題とします。

町長から提案理由の説明を求めます。

金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 議案第92号 平成20年度邑楽町一般会計補正予算（第２号）について、提案理由の

説明を申し上げます。

今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,033万6,000円を追加し、予算の

総額を72億1,714万4,000円といたしたい次第であります。

歳入の主なものは 地方特例交付金337万6,000円 地方交付税222万3,000円 国庫支出金3,024万、 、 、

5,000円、県支出金1,039万7,000円、財産収入177万7,000円、諸収入400万1,000円の増額と繰入金

470万4,000円、町債3,780万円の減額であります。

歳出の主なものは 総務費339万4,000円 民生費2,878万円 衛生費104万1,000円 土木費1,709万、 、 、 、

8,000円の増額と教育費4,008万8,000円の減額であります。

なお、詳細につきましては、総務課長をして説明いたさせますので、よろしくご審議の上、ご決

定賜りますようお願い申し上げます。

〇横山英雄議長 堀井総務課長。

〔堀井 隆総務課長登壇〕

〇堀井 隆総務課長 事項別明細書に基づきまして説明させていただきます。

恐れ入りますけれども、補正予算書11ページ、12ページをお開きください。最初に、歳入でござ

います。８款３項１目地方税等減収補てん臨時交付金337万6,000円ですけれども、これは道路特定

財源の暫定税率の執行期間中の地方への減収補てん部分でございます。
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９款１項１目地方交付税につきましては、222万3,000円の増でございます。

13款１項１目民生費国庫負担金につきましては、484万9,000円の増は、障害福祉費負担金の主に

施設入所者等の増によるものでございます。

続きまして、13ページ、14ページをお開きください。13款２項国庫補助金、４目教育費国庫補助

金については、2,100万円の増です。この中身につきましては、邑中の耐震に1,800万、地域活性化

緊急安心実現総合対策交付金として、町に全体で、その下にも書いてあるのですけれども、500万

円来ているうちの教育分が300万円です。これは邑中の耐震の二次診断の費用として歳出のほうに

は組まさせていただきました。

５目農林水産業費国庫補助金については、200万円です。先ほど説明しました地域活性化緊急安

心実現総合対策交付金のうちの200万円でございます。

続きまして、14款２項県補助金、２目民生費補助金の149万6,000円の増の主なものは、２節の老

人福祉費補助金140万円です。灯油購入費の補助金でございます。

続きまして、15ページ、16ページをお願いいたします。14款３項県委託金、４目土木費委託金に

つきましては、480万円です。これについては、多々良沼公園整備事業委託金で、用地取得の購入

費として480万円の委託でございます。

続きまして、17ページ、18ページをお願いいたします。17款１項基金繰入金、３目公共施設等整

備基金繰入金については、350万円の減でございます。ふるさと振興基金繰入金については、120万

4,000円の減でございます。

20款１項町債につきましては、２目、17ページの一番下でございますけれども、県施行の多々良

沼公園整備事業債として520万円、３目教育債として4,300万円の減でございます。

続きまして、歳出のほうにお願いしたいと思います。最初に、21ページ、22ページをごらんくだ

さい。21ページ、22ページの一番下に、４目財産管理費がございます。27万3,000円の減でござい

ますけれども、次のページをごらんください。増の部分といたしまして、庁舎管理事業の中で、上

から２行目、施設間の光ケーブルの設置委託料でございます。本庁舎と保健センターの間を光ケー

ブルで結ぼうというもので、255万円計上しております。それと、町有自動車のところで、管理用

備品購入費としてＥＴＣ３台分の導入で７万9,000円計上してございます。

、 、 。 、 、続きまして 27ページ 28ページをお願いいたします 27ページの３款民生費 １項社会福祉費

２目老人福祉費737万1,000円の増です。主なものは、28ページのほうの下から丸が２つ目、介護保

険特別会計繰出金が450万8,000円、そして一番下の低所得者老人対策で280万円、中身については

次のページに明細があります。説明欄をごらんください。これは原油価格の高騰対策費として、灯

油代購入助成金でございます。

、 。 、４目の障害福祉費については 1,618万3,000円の増でございます これは障害の中の丸が４番目

先ほど申し上げました施設入所者の増による介護給付訓練等給付事業1,218万9,000円、それと自立



- 34 -

支援医療、その下のものですけれども、患者の重度化による191万9,000円の増でございます。

それと、その欄で６目後期高齢者医療の関係については、504万9,000円の繰出金でございます。

、 、 。 、 、続きまして ちょっと飛びまして 35ページをごらんください ６款農林水産業費 １目農業費

３目の農業振興費でございますけれども、237万円の増です。主なものは、先ほど歳入のところで

申し上げました地域活性化緊急安心実現総合対策の費用を活用いたしまして、肥料価格高騰対策緊

急対策事業補助金として347万3,000円を計上させていただきました。

次のページをごらんください。37、38に移らせていただきます。７目農業構造改善費につきまし

ては、農業用用排水路の管理事業として269万円上げてあります。

８目農業土木費につきましては、三角の552万7,000円ですけれども、この中で追加分として説明

欄であるとおり、大谷原西地区の排水機場改修工事が230万円計上してあります。

続きまして、39、40ページをごらんください。８目土木費、２項道路橋りょう費、３目道路新設

改良費でございますけれども、説明欄をごらんください。道路新設改良事業として610万円、一番

下の丸でございます。中身については町道幹線３号線に275万円、次のページをごらんください。

その他町道整備事業として300万円、町道幹線６号線に35万円というふうになっております。

８目４項都市計画費、４目公園費ですけれども、1,066万3,000円の増です。主なものは説明欄を

やはりごらんください。下の丸でございます。県施行の多々良沼公園整備事業に1,066万3,000円計

上してあります。これは公園用地購入費に464万2,000円、そして県事業への負担金に586万2,000円

でございます。

続きまして、43、44ページをお願いいたします。９款消防費、１項消防費、４目災害対策費につ

きましては、同じく説明欄に防災用備品購入費として、排水用ポンプ３台分15万8,000円を計上し

てあります。

続きまして、45、46ページをごらんください。10款２項小学校費、３目学校建設費、備考欄をご

らんください。長柄小学校校庭整備事業として、実施設計業務委託料を60万9,000円計上してあり

ます。

続きまして、その次のページ、47、48に移ります。同じく10款３項中学校費、３目学校建設費に

ついては、工事完了に伴う不用額、また緊急安心実現対策として、邑楽中学校の南校舎の第二次診

断として463万1,000円を計上したところでございます。

以上です。

〇横山英雄議長 これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

石井議員。

〇16番 石井悦雄議員 ただいま総務課長のほうから説明があった中で、24ページ、上段に保健セン

ターと庁舎という光ケーブル、この辺についてもっとわかりやすく具体的に説明をしていただけれ

ばありがたいと思います。
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〇横山英雄議長 堀井総務課長。

、 。〇堀井 隆総務課長 現在は 庁舎と保健センターの間をＮＴＴの電話回線で３本で結んでおります

これは財務会計、住基ネット、グループウエアの利用でございます。３線で年間41万7,000円経費

がかかっております。光ケーブルをこれを設置することによって、その年間の経費がなくなります

、 、 、 。ので 長い年月では得だと申しますか 効率が出るというふうに思いますので 計上いたしました

以上です。

〇横山英雄議長 石井議員。

〇16番 石井悦雄議員 金銭的には長い目で見ると得だという、それはわかります。でも、これをや

ることによって、そのほかに、他にもっとこれをやることによっていい面があったら、その辺のを

教えていただければと思います。

〇横山英雄議長 堀井総務課長。

〇堀井 隆総務課長 電話回線ですと、情報容量が小さいものですから、大容量が短期間にたくさん

送信できると申しますか、受信できると申しますか、行ったり来たりできるという利点がございま

す。

以上です。

〇横山英雄議長 ほかに。

大野議員。

〇17番 大野 栄議員 ただいま指定管理者の指定については、賛成多数で採決をされました。内容

をよく見てみますと、各所管でそれぞれ自分の部署については、真剣に協議、審議して、違う委員

会より専門的な分野で研究をしてきたと思います。しかしながら、今の表決の結果を見ると、３対

１で時期尚早のほうが多かったです。そういった意味では、議会の組織上いくと、常任委員会を尊

重していくという立場でいけば、非常にこれが無効に近い指定管理者の制度の賛成多数になったか

なと私は思います。それを前置きいたしまして、ただいまより４点の質問をいたします。

第１点には、非正規雇用の社員の派遣問題の首切り、任期切れだとか、そういうのがいろいろ会

社の内定採用の取り消し、あるいは人材派遣の途中契約の打ち切り等々いろいろあります。そうい

うニュース、新聞紙上でにぎわっている中で、この邑楽町におきましても、その派遣社員は多くい

ると思います。この問題は、派遣法が国会で成立してしまいまして、その結果が今日出ていると私

は思います。まさに政治災害ではなかろうかと思うわけです。そういった点では、緊急に行政とし

て、雇用対策あるいはいろいろな弁護士等を活用いたしまして、相談窓口を緊急に立てる必要があ

ると思いますが、この予算の計上の中ではそれが見受けられないと。ですから、年末年始に向けて

緊急な相談窓口を商工会あるいはハローワーク等々、広報は12月１日であると思いますけれども、

そういう雇用対策等の相談に緊急に乗っていく必要があると。計画をすぐ立てるべきだと私は思い

ます。その辺について町はどのように考えているのか。
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それから、２点目は、暮れになると、いつも滞納整理を行政挙げてやるわけですが、今回余りそ

ういう話も聞いていません。滞納整理の職員が嘱託で２人いますけれども、それにお任せというの

ではなくて、課長みずから滞納整理にこの12月に向けて１万でも２万でもそういう督促をして、じ

かにいただきに行くような、そういう対策をやるプロジェクトチームをつくってやるべきだと思う

のですが、いまだにそういう話は聞いていないし、全協の中でもないと。その対策を、滞納整理を

どういうふうに考えているのか。今やるべき、早急にやらなくてはならないと思います。

それから、３点目においては、きょうの新聞に公務員のボーナス支給、邑楽町も、我々もそうで

すけれども、昨日振り込みされました。邑楽町の平均の年齢は43.8歳です。平均の支給総額87万

3,133円、ちなみに町長は202万4,760円。そういった中で臨時職員もたくさんいます。臨時職員は

164名です。この方たちのボーナスは幾らですか、町長。私の知るところでは０円だと思います。

余りにも差があり過ぎないかどうか。やはり一緒に働いて、仲間としてゼロということないでしょ

う。平均87万円もらっているのですよ、職員は。164名の現場の職員、保育園の保母、それから幼

稚園の教師、学校の教師、事務職、専門の事務職、たくさんいると思います。それらの方々にゼロ

ということはないでしょう。その辺を緊急にどのように町長は考えているのか。

それから、４点目です。賀詞交歓会についてです。過日の12月３日の全員協議会の中で、町長は

賀詞交歓会はやらない方向です。その理由に54万の一般財源の支出があって、予算措置はしていな

いみたいなことを言われました。実際に1,000円会費を取っていますから、実際の一般財源は20万

円程度と聞いております。議会はいつ賀詞交歓会の一般財源を使ってはいけないと言いましたか。

この間の12月３日にもいろいろ賀詞交歓会についての意見が出たでしょう。所管の委員長からも賀

詞交歓会はぜひやるべきだということも出たでしょう。それをいつ中止にしたのか。今からでも間

に合いますから、賀詞交歓会の日程等と諸団体に出すべきです。町長は独善的に１人で勝手に決め

ている。議会に相談をしたのだったら、この間の雰囲気見ればわかるでしょう。所管の委員長だっ

て、賀詞交歓会必要だ。何人からも意見が出ているわけですよ。20万円の一般財源が、金が予算措

置がなければ、1,000円の会費を2,000円にすればいいのではないのですか。そうすれば２万でも３

万でも雑入で黒字が出ますよ。だから、私に言われたでしょう。この間12月３日の全協のときに、

町長は各団体から案内があれば新年会に行きます。行けば手ぶらでは行けないでしょう。町長の交

際費等々の公金をもって、税金をもって酒ついで、あなたは選挙運動やっているのと同じだと、そ

こまで言われたでしょう。賀詞交歓会は私はやるべきだと思っています。

以上４点、町長の答弁求めます。

〇横山英雄議長 中村産業振興課長。

〇中村紀雄産業振興課長兼農業委員会事務局長 雇用対策についてお答え申し上げます。

議員もご指摘のとおり、金融危機に端を発した非正規職員の雇用の打ち切り等の通告がなされて

いる状況でございます。県内におきましても、富士重工業が減産によります800人からの人員整理
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。 、 。が計画されました このような状況は 邑楽町町民の雇用においても心配される状況がございます

また、町内企業においても同様な措置が行われる懸念があるものでございます。今後町としまして

は、商工会と連絡をとりながら、情報の収集、対策に当たっていきたいというふうに考えておりま

す。なお、当面の策としまして、勤労者の生活に必要な資金を融資する勤労者生活資金等も創設し

ておりまして、優遇等について措置していきたいというふうに考えております。なお、県のほうで

は、来年１月になりますが、緊急の面談会を実施するということで予定しております。

以上でございます。

〇横山英雄議長 小島税務課長。

〇小島哲幸税務課長 滞納整理の部分につきましては、私のほうからお答えをさせていただきたいと

思います。

例年同じような取り組みになってしまうかと思うのですが、既に未納者に対しまして、町のほう

から催告書を送付しております。それに合わせるように、来週から町の税務課の徴収担当、それか

ら太田県民局の個人県民税の特別徴収班、それから館林県税事務所、これらの県の組織と協力をい

ただきながら、一体となりまして、来週から臨戸のほうを始めていきたいというふうに思っており

ます。それと並行するような形で税務課職員全員で電話催告のほうも今後取り組んでいくというよ

。 、 、うな考えでおります 年末に向けまして ことしは31日がもう銀行が閉まってしまうということで

できるだけ長い期間ということで、年末30日ぐらいまでは頑張っていけたらというふうに思ってい

ます。議員ご指摘のとおり、私もこの定例会が終わり次第、職員と一緒に滞納整理に歩きたいとい

うふうに考えております。

以上でございます。

〇横山英雄議長 堀井総務課長。

〇堀井 隆総務課長 ボーナスの関係につきましてお答えいたします。

臨時職員につきましては、たくさんの臨時職員の方にお世話になっていることは、議員さんご指

。 、 、摘のとおりでございます 現在ボーナスについては半年間の契約で さらに半年延ばすという形で

合計１年間の契約でまた選考をやるという方式を現在とっておりまして、その中で時給あるいは月

給ということで、ボーナス、賞与部分については現在規定がなされておりません。今後どうするか

ということにつきましては、財政を預かっている課長の立場とすると、750円から800円に時給につ

いては値上げさせていただきましたけれども、さらにボーナスというと、かなり慎重な対応が必要

かなと思いますので、この席では出すとも出せませんとも答えられないのが現状でございます。

以上です。

〇横山英雄議長 金子町長。

〇金子正一町長 賀詞交歓会の中止のお尋ねですが、議会がいつその費用を使用して悪いと言ったか

というようなことですが、そういうことはありません。これは１つには、政策的な考え方で、町民
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の皆さんの一人でも多くの意見をということが、これからの町づくりに反映できるのかなというこ

とで一つは考えたということであります。

〇横山英雄議長 大野議員。

〇17番 大野 栄議員 勤労者の資金貸し付け云々ということですけれども、そうではなくて、雇用

、 、 。対策の相談窓口を緊急につくる必要があるのではないかということで 町長 言っているのですよ

所管の課長はいろいろ貸し付けだとか、資金だとか言っているが、私はそれも大事ですけれども、

今一番やっぱり不安になっている、仕事がなくなって、収入がない、そういう雇用対策の相談をき

ちっと行政で受けとめて、あらゆるところに相談したり、そういう窓口を必要ではないかというこ

とを言っているのです。

それから、税務課の職員だけで滞納整理するのは大変だと思うのですよ。ですから、この際各所

管のスタッフの協力を得てやるべきだと私は思います。

臨時職員のボーナスの件ですけれども、今、非正規雇用の職員をめぐり、いろいろ社会的な問題

になっているのです。町も結局はどこの行政でもそうだと思うのですけれども、半年契約、半年契

約ということで、何年も仕事をして、行政として都合のいい契約のパターンをしているのですよ。

だから、半年だからボーナスはやらなくていいだろう。それで、ではその臨時職員がいないと行政

が回っていくかと、回っていかないと思うのですよ。ですから、その辺でもう少しこれだけの職員

が大変なボーナスをもらっているときに、164名の職員に何か気持ちをやらなくてはならないと私

は思います。それを捻出するなら、町長が考えればいいのですよ。町長が考えれぱいい。我々議会

が考えることではない。町長がどこをどうやればいいのか。その必要があるかないかの選択だと思

います。これはまだ12月は２週間もありますので、早急に検討して、支払う方向で、気持ちでもや

ればいいのではないかと私は思います。

それから、賀詞交歓会もこれは政策的なものだと言っても、あなたの政策が議会で何でも通ると

思ったら間違いですよ。それ独善的でしょう。私がやめるのだからやめるのだではだめですよ。行

政改革をして一堂に集めてやるということになって、今４年目で、来年やれば５年目になるのです

よ。政策的な問題でこれは取りやめですと言ったって、今そういうのが行政改革に一堂に集まって

やるという時代に移行しているのですよ。太田なんかは会費は2,000円取っているそうです。だか

ら、1,000円では一般財源がどうだこうだと、あなたはころころ変わりますね。何でその賀詞交歓

会が政策的なものなのですか。一堂に集めてやれば、町長だけがいい思いするのでしょうに。そう

。 、 。 、 、でしょうに 我々が賀詞交歓会に参加することによって 大変有意義なのですよ 各団体 区長会

課長、議員、教育委員会、それから各学校、全部すべての関係業者も集まるのですから、それを一

堂に「おめでとうございます。ことしもよろしく」と賀詞が交歓できるのですから、本当に利便性

もあるし、いいと思いますよ。昼休みに１時間の短時間で終わらすわけですから。

それで、この間の全員協議会の中では、20万円の予算がとっていないからということ、きょうは
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。 。 。 。政策的な考えだ 年じゅうころころ変わる そうではないですか 笑っている場合ではないですよ

だから、一人でも多く何とかと。この間だって地区で一人でも多くというのは、地区の、あしたま

た一般質問でただしていきますけれども、やったばかりではないですか、ひざ交えて。だから、そ

ういった点では、ぜひ賀詞交歓会、今からでも間に合いますから、やってくださいよ。

町長の答弁を、今度は課長要らないですから、私の再質問については町長の答弁を求めます。

〇横山英雄議長 金子町長。

〇金子正一町長 最初の非正規雇用、派遣社員の関係で、緊急相談窓口をということですが、先ほど

課長のほうからも答弁の中で、いろんな形で面談会を行うというようなこともありましたし、当然

この地域、ハローワーク館林のほうでも、即それに対応しているという部分もありますので、そう

いう点では担当なり、私なり、そういった状況がハローワークのほうと連絡をとり合って進めてい

ければと、こんなふうに思っております。

２点目の滞納整理の関係ですが、対策については、先ほど課長のほうが答弁をいたしましたが、

これからそういう点では大変な滞納されている金額の方もあるわけですので、少しでも滞納金が少

なくなるというように努力をしていきたいと思っています。

それから、臨時職員の関係については、先ほど総務課長のほうから答弁がありましたが、その支

給するということになると、当然支給するための整備もしなくてはならないと思いますので、そう

いった点については今後可能かどうか、担当のほうで検討させたいと思います。

それから、賀詞交歓会については、決して独善的に考えたのでなくて、先ほども申し上げたこと

が一番の要因でありまして、結果として町のほうの予算も20万円ほど過去に利用させていただいて

いるわけですが、それはそれといたしまして、先ほど申し上げたような考え方から、多くの意見を

聞かせていただければということで、中止を考えたというものであります。

〇横山英雄議長 大野議員。

〇17番 大野 栄議員 臨時職員の164名のボーナスゼロについて、財政の方と相談しながら今後検

、 、 。討していきたいということは このままでいきたいということだけれども 財政ではないでしょう

自分自身の考えで、財政にこうしなさい、ああしなさいと指示すればいいのでしょう。では財政が

、 、 、 。できませんと言ったらできない できると言ったらできるで 人のせいにするのですか あなたは

町長でトップなのですよ。私の考えはゼロでいいからゼロにしなさい。あるいは多少２万でも３万

でも年功序列によってこれだけ支給するようにどこかから捻出してやりなさいと、そういうのが町

長の役割でしょう。相談して云々というのは何ですか、それは。あなた自身の考えがないではない

ですか。財政ができても、できなくても、自分としてはこういう考えだからやりなさいとやればい

いのでしょう。それが町長の立場だと思いますよ。それで、人のせいにするのではないのですよ。

財政のせいにしたり、議会のせいにしたり、とんでもないことです。ですから、12月のこの末に町

長自身、その考えを出して、予備費だって何だってあるわけですから、自分自身の考えで決断しな
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さいよ。

それから、賀詞交歓会でも政策的な考えですということは、12月３日の考えから変わったわけで

すけれども、賀詞交歓会は私はやるべきだと思います。議員は圧倒的多数、賀詞交歓会はあったほ

うがいいやと思っているのですよ。町長だけでしょう、一人でも多く云々と言っている。あなたは

まめだから、私もこの１年間町長として障害者のスポーツだとか、各運動会、各小学校運動会何だ

と、いろんな行事に町長とたまに行き会うことありますけれども、よく私見ていると、あなたはま

めだから、来賓席には余り座っていないです。ちょこちょこ、ちょこちょこ、ちょこちょこ、ちょ

こちょこあいさつ行っていますよ。自分ではないですか、あいさつは。私もよくあなたを見ている

のですよ、何しているのかなと。大体ぽつんと座っている。そのうちにちょこちょこ、ちょこちょ

こ、ちょこちょこ、ちょこちょこ歩いてあいさつ回りしています。これはもう３年後の選挙運動で

しょう。あなたの頭は町を一つにだとか、一丸となってこういうふうにやりましょうということよ

りか、３年後の選挙にどうやってやれば勝つかと、頭それしかないのでしょうに。何が政策的なこ

とで賀詞交歓会をやるのですか。議員のみんなだって、賀詞交歓会いいことだから、会費が足らな

ければ2,000円でもやって、やったほうがいいという人が圧倒的多いのですよ。にもかかわらず、

独善的にやるということはおかしいでしょう。この間全員協議会であれだけの意見出て、また同じ

考えで、ちっとも正されていないし、修正もされていないではないですか。さっきの指定管理者の

と同じですよ。何で全員協議会で協議事項にするのですか。協議したらば、内容を吟味して、それ

で改善できるものはしなくてはだめでしょう。そっくりそのまま出したってだめなのですよ。だか

ら、今からでも間に合いますから、間に合うものはどんどんやってください。町長の答弁を求めま

す。

〇横山英雄議長 金子町長。

〇金子正一町長 臨時職員の関係については、町長が判断しなさいということでありますけれども、

先ほどお答えしましたけれども、支給することが可能か、可能でないかということの法整備といい

ますか、決まりがもちろんお金を支出するということになりますと必要になるわけですので、その

辺がどうなのかということで検討させるということですので。

それから、後段のことについては、先ほどお答えしたとおりです。

〇横山英雄議長 ほかに質問ありますか。

本間議員。

〇13番 本間恵治議員 今、大野議員が質問した中で、町長は政策というか、多くの人たちから意見

を聞きたいから賀詞交歓会をやらないのだと、私はあなたの顔を見たくないからやってもらいたく

ないほうですけれども、そういうことを言うのであれば、また一般質問でも言いますけれども、町

づくり座談会、４回開いて、１度はゼロでした。200人も入れるこの隣の会議室で、課長以下みん

な待っていたわけでしょう、30分も。あなたはあるところに行って、座談会があるからと言って先
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に帰ってきたはずですよ。そういう話を、あいさつをして。それがあなたの今の人気なのですよ。

それに出ないで、逆に自分を好んでくれる人のところだけ行って、あいさつしていればいいのでは

ないですか。私はそういうふうに思います。本来町づくり座談会、あなたが邑楽町じゅうを回って

公約をした一つ一つを地域に帰って、皆さんとひざを交えてやるのが本来の町づくり座談会なので

すよ。あなたは言いわけにやっただけでしょう。ゼロだったその後57名そろいましたけれども、区

長さんが一生懸命村役集めて連れてきたのです。私はそれも知っていますよ、うちのほうからも行

きましたから。町民のために本当に身を粉にしてやっているのかどうか、疑われますよ。さっきの

こともそう、聞く耳持たない。真剣に話しても、一つもそれを聞き入れようとしない。その姿勢が

あなたをだめにしているのでしょう。私は真剣に訴えていても、幾ら訴えたって、あなたは聞かな

いですよ。口だけですよ。ああ言えばこう言う。今までの答弁の中で何一つ確信を得た答え出して

いないでしょう。場当たり的にやっているだけですよ、一つも。少しでもこういう中で意見が出た

ら、一つでも取り上げて政策に生かしていくのがあなたの役目でしょう。よく考えてやっていただ

きたいと私は思います。

今回補正を組みましたけれども、あなたは当初予算が組めなくて、前の久保田町長が残した繰越

金を繰り入れた中で予算組みをしました。そのときに節約してお金を残しますと、繰越金をいっぱ

い出しますというような話をしましたよね。今回この補正が出ましたけれども、見通しはどうです

か。あとわずかになります。あと３カ月です。その見通しをどのようにあなたはこの補正を見なが

ら考えているのかお伺いしたいと思います。

〇横山英雄議長 金子町長。

〇金子正一町長 経過については本間議員が十分承知していることですから省きますが、節約をして

行財政運営をやっていくということについては、私はそんないいかげんな気持ちでやっているつも

りはありませんし、真剣に取り組んでいるつもりです。少しでも繰り越しができるかできないかま

だわかりません。年度が閉まりませんとわかりませんが、そのような形で努力していくということ

の気持ちは十分ありますので。

〇横山英雄議長 本間議員。

〇13番 本間恵治議員 気持ちは十分あるのですね。でも、結果はどうなるかわからないということ

ですね。今回の補正も本来であれば、当初予算で２回ほど延ばされて、６月に通った予算なのです

よ。それがまたここで補正されて出てきたわけですけれども、私はそんなに補正はないだろうと思

って見てきたのです。余ったお金を返す、そういう部分であれば私はいいと思いましたけれども、

そのほかにでは今の町長がどういう特色を出して予算を盛るのだろうと、私はそういう意味でこの

予算書見たのですけれども、町長がこの補正の中で、何に力を入れて、どういう方向に町を持って

いくのか。一つでもいいです。あなたがこれだけはどうしても予算がとりたかったと、そういうこ

とがあったら１つでいいです、言ってみてください。
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〇横山英雄議長 金子町長。

〇金子正一町長 補正予算ということでありますので、今までの事業も含めてこれからも行う中で、

それ補うということの考え方ですので。

〇横山英雄議長 本間議員。

〇13番 本間恵治議員 当初予算からいろんな公約を掲げてまいりましたけれども、１年この補正を

組んで３月までやっていくわけですから、何ひとつあなたの政策がこの予算の中に生かされなかっ

たと言っても私は過言ではないと思います。給料を減らされて、15歳までの医療費を無料化しまし

た。あなたがやったのではないのですよ。議会でやってもらったのでしょう。この次の予算にはあ

なたの特色を出した立派な予算を提出していただきたいと思います。

以上です。

〇横山英雄議長 答えは要りますか。要らない。

〇13番 本間恵治議員 はい。

〇横山英雄議長 ほかにありますか。

よろしいですか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 ないようですので、質疑を打ち切ります。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

小倉議員。自席で。

〇11番 小倉 修議員 ここでよろしいですか。

〇横山英雄議長 はい、いいです。

〇11番 小倉 修議員 済みません。申しわけございません。

議員も執行部の皆さんも４月からきょうに至るまでの予算の動きというのですか。予算が、当初

予算が暫定になり、不肖私、予算特別委員長を仰せつかりまして、いろんな方と調整をした中で、

財調が一番問題だったのですが、財調といいますと、預金ですよ。この時代にその方向性からして

どうなるのだろうということで問題になった中での予算が成立したわけでございます。

そうしますと、暫定予算のときのことを考えれば、皆さんはより一層補正予算のことは考えなけ

ればならぬと私は思っているのです。町長はこの前の全協のご意見ではないですけれども、19年度

の４月１日にさかのぼった中での補正予算、12月の補正予算を立てようとするような全くわけのわ

からないことをやっている方ですから、今回も補正予算も当然のごとくいろんなものが出ておりま

すけれども、私は暫定予算のことを考えますれば、当然のごとく執行部は歯を食いしばっても、で

、 、 。きるだけ歳出を内輪にして 21年度は大変なのだということがあれば 当然考えなければならぬと

あなた方は予算が湯水のごとく収入があると、自主財源があると思っている方もほとんどではない

かなと私は思っております。あれだけ当初予算で暫定を組まなければならなかったと。今回の20年
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度予算もこのままでいけば、９月の決算 「暫定何で組んだんだんべなと、これだったら初めから、

組むことなかったんだべと、邑楽町は公債許すにしたったって何だったってうんと楽なんだと、つ

ぶれるわけねえやと、どんどん使っちゃうべ」というような私は20年度のこの一般会計の補正予算

だと、私は予算特別委員長をやって、責任ある立場になって真剣に考えました。それを考えれば、

今回の補正予算なんていうのは、歯を食いしばっても、水を飲んでも、あなた、今水飲んでいます

よね。我慢をして、やはり21年度はもっともっと予算は大変だと思えば、頑張るのが当たりまえで

しょう。それでなければ邑楽町は大変ですよ。あなただけですよ、楽だなんていうので、19年度予

算の４月１日にさかのぼれなんて言っているのは。職員はみんなもっともっと真剣に考えています

よ。よって、私はこの補正予算につきましては、将来先行きのことを考えますと、到底無理がある

と。よって、私は反対の討論といたします。

以上です。

〇横山英雄議長 ほかに討論ありますか。ありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 討論なしと認めます。

よって、討論を打ち切ります。

これより議案第92号 平成20年度邑楽町一般会計補正予算を採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔起立多数〕

〇横山英雄議長 起立多数。

よって、議案第92号は原案のとおり可決されました。

暫時休憩します。

〔午後 ２時１２分 休憩〕

〇横山英雄議長 休憩前に引き続き会議を行います。

〔午後 ２時２６分 再開〕

◎日程第１２ 議案第９３号 平成２０年度邑楽町国民健康保険特別会計補正予

算

〇横山英雄議長 日程第12、議案第93号 平成20年度邑楽町国民健康保険特別会計補正予算を議題と

します。

町長から提案理由の説明を求めます。

金子町長。

〔金子正一町長登壇〕
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（ ） 、〇金子正一町長 議案第93号 平成20年度邑楽町国民健康保険特別会計補正予算 第２号 について

提案理由の説明を申し上げます。

今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９万6,000円を追加し、予算の総

額を28億5,794万4,000円といたしたい次第であります。

歳入については、繰入金の増額であり、歳出については、総務費及び諸支出金の増額と保険給付

費及び保健事業費の減額であります。

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

〇横山英雄議長 これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 質疑なしと認めます。

これにて質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 討論なしと認めます。

これにて討論を終結します。

これより議案第93号 平成20年度邑楽町国民健康保険特別会計補正予算を採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔起立多数〕

〇横山英雄議長 起立多数。

よって、議案第93号は原案のとおり可決されました。

◎日程第１３ 議案第９４号 平成２０年度邑楽町後期高齢者医療特別会計補正

予算

〇横山英雄議長 日程第13、議案第94号 平成20年度邑楽町後期高齢者医療特別会計補正予算を議題

とします。

町長から提案理由の説明を求めます。

金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 議案第94号 平成20年度邑楽町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につい

て、提案理由の説明を申し上げます。

今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ504万9,000円を追加し、予算の総

額を２億303万7,000円といたしたい次第であります。

歳入については、繰入金の増額であり、歳出については、総務費の増額であります。
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よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

〇横山英雄議長 これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 質疑なしと認めます。

これにて質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 討論なしと認めます。

これにて討論を終結します。

これより議案第94号 平成20年度邑楽町後期高齢者医療特別会計補正予算を採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔起立多数〕

〇横山英雄議長 起立多数。

よって、議案第94号は原案のとおり可決されました。

◎日程第１４ 議案第９５号 平成２０年度邑楽町介護保険特別会計補正予算

〇横山英雄議長 日程第14、議案第95号 平成20年度邑楽町介護保険特別会計補正予算を議題としま

す。

町長から提案理由の説明を求めます。

金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 議案第95号 平成20年度邑楽町介護保険特別会計補正予算（第２号）について、提

案理由の説明を申し上げます。

今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ3,250万3,000円を追加し、予算の

総額を13億351万4,000円といたしたい次第であります。

歳入については、介護保険料、国庫支出金、支払基金交付金、県支出金及び繰入金の増額であり

ます。

歳出については、総務費及び保険給付費の増額と地域支援事業費の減額であります。

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

〇横山英雄議長 これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 質疑なしと認めます。

これにて質疑を終結します。
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これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 討論なしと認めます。

これにて討論を終結します。

これより議案第95号 平成20年度邑楽町介護保険特別会計補正予算を採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔起立多数〕

〇横山英雄議長 起立多数。

よって、議案第95号は原案のとおり可決されました。

◎日程第１５ 議案第９６号 平成２０年度邑楽町下水道事業特別会計補正予算

〇横山英雄議長 日程第15、議案第96号 平成20年度邑楽町下水道事業特別会計補正予算を議題とし

ます。

町長から提案理由の説明を求めます。

金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 議案第96号 平成20年度邑楽町下水道事業特別会計補正予算（第２号）について、

提案理由の説明を申し上げます。

今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ100万円を追加し、予算の総額を

４億2,208万6,000円といたしたい次第であります。

歳入については、諸収入の増額であり、歳出については、公債費の増額であります。

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

〇横山英雄議長 これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 質疑なしと認めます。

これにて質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 討論なしと認めます。

これにて討論を終結します。

これより議案第96号 平成20年度邑楽町下水道事業特別会計補正予算を採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔起立多数〕
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〇横山英雄議長 起立多数。

よって、議案第96号は原案のとおり可決されました。

◎日程第１６ 議案第９７号 平成２０年度邑楽町学校給食事業特別会計補正予

算

〇横山英雄議長 日程第16、議案第97号 平成20年度邑楽町学校給食事業特別会計補正予算を議題と

します。

町長から提案理由の説明を求めます。

金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

（ ） 、〇金子正一町長 議案第97号 平成20年度邑楽町学校給食事業特別会計補正予算 第２号 について

提案理由の説明を申し上げます。

今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ401万4,000円を追加し、予算の総

額を２億4,622万6,000円といたしたい次第であります。

歳入については、一般会計繰入金の増額であり、歳出の主なものは、施設修繕料及び備品購入費

の増額であります。

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

〇横山英雄議長 これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

小倉議員。

、 、〇11番 小倉 修議員 給食センターの関係でございますが 食中毒がいつ出てもおかしくない施設

栄養士さんから私伺ったことあるのですが、いつ出てもではなくて、食中毒が出ました。たまたま

なんて言っている方おられましたけれども、責任者の中で。補正も大事ですが、その根幹的な中心

、 、 、 、たる給食センターから食中毒 それは材料が悪かったから 腐っていたから 父兄から金もらって

腐ったものを児童にくれたということで、たまたま出たのですけれども、その施設も大分老朽化し

ておる。当然のごとくそう叫ばれて、前の久保田町長も大変苦心しておられました。苦慮しておら

れました。当然のごとく、久保田町長が当選しておれば、給食センターはこれから食中毒も未然に

防げるのではなかろうかなと、もしそういう結果が出たとしても、もしそういう傾向にあったとし

ても。ところが、何にもしないわけではないのですけれども、教育課長、現在のところどうなって

いますか、伺います。

〇横山英雄議長 遠藤学校教育課長。

〇遠藤幸夫学校教育課長 お答えを申し上げます。

６月２日に発生しました食中毒に関しましては、その後文部科学省、またスポーツ健康センター

等からの調査が入りまして、それらについての対応について大変厳しいご指導をいただきました。
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その指導の中で、たくさん老朽化に伴う改善等の指導があったわけですが、今回につきましては、

その指導をもとにいたしました補正予算を今回ここで計上をさせてもらっているわけであります。

また、その施設設備等もさることながら、基本的には衛生管理マニュアルの徹底ということで、そ

れぞれセンターの所長を中心としながら、職員全員が研修にも努めているところでございます。

以上です。

〇横山英雄議長 小倉議員。

〇11番 小倉 修議員 私から見ても、本当に立派な教育委員さんの面々が、これからの給食は自校

式がいいのだと、それを決めたのだというようなうわさもあるし、また立派な町長は、委託がよか

んべなんていうような話が聞けているのです、私には。うそか本当かわからぬけれども。その中に

またセンター方式というのがあるわけでございますけれども、いずれにいたしましても、今の建物

が非常にくたびれていると、あすにでも食中毒が出てもおかしくないのだというような建物なので

すよ。教育課長、いつごろ出発しますか。

〇横山英雄議長 遠藤学校教育課長。

〇遠藤幸夫学校教育課長 実は給食センターの改築につきましては、前町長がかつて議員のほうから

そういった意見が出たときに、着工の時期につきましては、中野小学校の耐震の工事が終わってか

らというようなお答えをしたかと思いますが、そういったことで私も承知をしております。

以上です。

〇横山英雄議長 小倉議員。

〇11番 小倉 修議員 父兄が食中毒が出そうな古い建物でつくっておる、安全だかな、安全ではな

いのだが、これから邑楽町を担う子供たちがそれを食べると、父兄がよく銭を払うなと。給食費は

完納ですよ。私が父兄なら怒りますよ。やはりそういう心配がある建物については、一日でも早く

そういった結果が出ないように、それでは教育課長、あすにでも給食センターから食中毒は出ない

とは限らないと栄養士から聞いているのですが、もし万が一出たら 「出ちゃったからしようがな、

かんべ」で済むのですか、お聞かせ願います。

〇横山英雄議長 遠藤学校教育課長。

〇遠藤幸夫学校教育課長 実は先ほど申しました７月に文科省のほうから調査官がお見えになったわ

けですけれども、そのときの指導の中で、実は日本じゅうを見て回っている調査官であったもので

すから言えたかなと思いますが、邑楽町の給食センターよりもはるかに古くて、まだまだ改善する

余地のあるセンターはほかにもたくさんありますと。ただ、そういった中で、職員のその衛生に関

する、衛生に対する管理意識といいますか、意識を高めることによってそういったものは防げると

いうようなご指導もいただいております。食中毒がいつ起きてもおかしくないという言い方も大変

厳しい言い方ですが、そういう言われ方もありますけれども、これはどこの給食センターにおいて

も言えることかなと思います。古いからとか、老朽化が進んでいるからだけでは食中毒は起きない
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わけでありまして、起きないように今後も十分それらについては注意をしながら、二度とこういう

ことがないように、今その準備も進めているところでございますし、今の給食センターでも今後食

中毒は起こさないということで給食を今つくっているところでございます。

〇横山英雄議長 小倉議員、３回やりましたから。

〇11番 小倉 修議員 答弁は結構でございます。あしたまた一般質問で、私は２時間時間をいただ

いておりますので、それに絡めた中で考えていきたいなと思うわけでございます。学校教育課長に

は私は質問して、答えていただいて、返ってくる考え方というのを聞きたいわけで、そういった返

ってくるこだまではないですけれども、考え方は私尊重しますので、うそつき、口先、そういうや

つは私大嫌いなのですよ。よって、教育課長にいろいろ突然に質問をし、ご迷惑をおかけしました

けれども、あしたはまた一般質問で違った形の中でいろいろ課長さん方々に質問させていただこう

かなと思っていますので、答弁できないやつには質問しませんから、答弁してもらっても困る人に

は答弁してもらっても困るし、大変学校教育課長にはありがとうございました。

〇横山英雄議長 立沢議員。

〇10番 立沢稔夫議員 関連という形になりますけれども、いろいろ今、学校関係、給食関係のお話

が出ました。私も総務関係としていろいろ伺っていると、総務は何していると言われる前にお伺い

、 、 、しなければいけないかなと思いまして ことしの当初の予算のときに 私は賛成討論をやった中で

金子町長が給食センターに向けて前向きな姿勢を示したということを入れた中で、そのときに当時

賛成討論をやったかなと、そんな記憶がございます。そして、いろいろ今までに何回かの総務文教

委員会が開かれました。その中身の中で、給食センターの今お話がありました中毒の事件、あるい

は今の建物がどうなっているかと、非常にもう老朽化しているという、そういう話もかなり総務委

員会でも話し合われてきました。教育課長とはそのたびにいろいろ相談をしながら、現況の給食セ

ンターについて町はどう対応されているのかということも何度も質問しながらお聞きしておりま

す。

所管ということなので、町長と教育長にこの際ですが、お伺いしたいのですが、ぜひ総務委員会

としてもお願いしたいのは、一日も早く検討委員会あるいは検討委員会に向けての準備委員会、と

いうのは最終的に今後の給食センターはこうあるべきかという委員会をつくってほしいなというふ

うに私は考えておりますけれども、町長と教育長のお考えを伺いたいと思います。

〇横山英雄議長 川田教育長。

〇川田定昭教育長 給食センターの改築といいますか、その件につきましては、改築をするか、どう

いう方向でいくか、まだ結論的にわかりませんけれども、何とか先ほどから出ていますように、子

供たちが安心して食事ができるような、そういう給食を提供するためには、何らかの方策が必要だ

ろうということは私自身も思っております。町長のほうにもいろいろ申し上げているところなので

すが、いよいよ先日この９月議会が終わった後だったと思うのですけれども、何とか検討をしてい
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こうということで、ある程度のゴーサインをいただいております。したがいまして、教育委員会と

してもどういう委員会か今検討して人選を進めながら、少しずつ前に向かっているところでありま

す。ちょっと足が遅いような感じも確かにしますけれども、慎重に検討をして、しっかりした委員

会なりを立ち上げて検討していきたいというふうに思っています。

それから、先ほどちょっと出ましたけれども、自校方式を教育委員会で決めたというようなお話

だったですけれども、給食センターをこれから改築なり、変える方向でいくにはどうしたらいいだ

ろうかというのは、教育委員会にも……

〔 教育委員会じゃなくて、教育委員がそういうふうに言「

っていると思いますよ」と呼ぶ者あり〕

、 、 、〇川田定昭教育長 だから 教育委員が決めたということ 教育委員が決められるはずがありません

１人では。

〔 教育委員が決めたという話ですけど、何人かで。自校「

式」と呼ぶ者あり〕

〇川田定昭教育長 ああ、そうですか。そういうことが自校方式に決めたということが世間に流れる

と、非常に私どもとしては困るなという感じがしたわけですけれども、議論はしているということ

です。給食センター、自校方式がいいのではないかという意見も確かにあります。しかしながら、

、 、 、 、財政的な問題 いろいろな状況 今までの経過を考えると 別な建て替えがいいのではないかとか

いろんな議論がありますので、教育委員会としても議論を始めたということですので、決めたとい

うことではありませんので、お断りしておきたいというふうに思います。ただ、一日も早く方向性

を出して、建て替えなり、いろんな方向を出していくということは、私どもも理解しておりますの

で、よろしくお願いします。

以上です。

〇横山英雄議長 立沢議員、いいですか。

金子町長。

〇金子正一町長 今、教育長がお答えしたように、最善な方法について今検討をさせているところで

ありますので、早い時期にというお話でありますけれども、努めて早く進めていきたい、こんなふ

うに思っております。

〇横山英雄議長 立沢議員。

〇10番 立沢稔夫議員 先ほど、今回指定管理者制度というのがあいあいセンターの皆さんに決まっ

たわけですけれども、この指定管理者に決められたのが昨年の９月の定例議会ですよね。今こうい

う給食センターの話を私が出しました。ことしの春もそういう話も出ていたと、そういうことを考

えると、邑楽町は次の事業に入るのに１年も１年半もかかるのかというような長い話にならないよ

うに、ぜひ今、町民は非常にそういったことに注目をされております。もちろん今の話の中で、自
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校式だという言葉が出ているのも、やはり町民の皆さんがそこまで、それだけ給食センターに対す

る関心が高いのかなと、私はそんなふうに私なりに考えております。そういったことを踏まえた中

で、教育長が歩き始めたという言葉を出していただきました。ぜひ少し早目に歩き始めまして、ぜ

ひ早いうちに自校式あるいはセンター方式、いろんな方式があると思います。そういった目標を挙

げた中で準備委員会なり、検討委員会に今度は走ってもらいたいなと、そんなことをお願いしたい

と思います。

以上です。

〇横山英雄議長 本間議員。

〇13番 本間恵治議員 この給食センターのことにつきましては、私も質問してあると思うのですけ

れども、町長はそのときに、民間委託するか、今と同じようにやるかということで検討するような

、 。 、 、言葉で濁して そのままになっているのです きょうを迎えるわけなのですけれども 今の話では

教育長のほうに任せたような話になっていますけれども、やはり事が起きてからでは大変なことに

なるのです。そこのところをいつも念頭に置いてやっていただければと思います。

私も総務委員会の中では、課長を通じて何度も給食センターのことに対しては言っているつもり

なのですけれども、結局は課長独自では答えられないということで、町長、教育長の指示を得られ

なければ動けないわけですから、本当に子供たちのことを考えて、最善の努力を払っていただきた

いと思いますので、よろしくお願いします。

〇横山英雄議長 答弁はいいですか。

〇13番 本間恵治議員 はい。

〇横山英雄議長 ほかに。

石井議員。

〇16番 石井悦雄議員 私が質問しようと思ったらば、小倉議員のほうから話されたわけでございま

すけれども、私はこの補正を見て感じたのです、正直言って。ここに町長の説明ですと、備品等を

含めた中での一般会計からの繰り入れのお金ですよね。ということは過去において給食センターの

問題については、今にでもスタートするかのように正直言って個人的には期待しておったのです。

でも、教育長の話ではございませんけれども、ちょっと足が遅いものでということですけれども、

邑楽町の将来を担う児童生徒が食べる給食をやはり親心として心配するのは当然だと思うのです

よ。おくれればおくれるほど現況の社会情勢の経済というのは厳しいばかりですから、ゆうべの遅

い時間のテレビ見ていてもそうですけれども、ソニーなんかもうゆうべは１万6,000と言ったけれ

ども、けさの話ですと１万8,000とかという話も聞かれておりますけれども、そのくらい従業員と

いうのですか、職員というのですか、しかも正社員までというような話も聞いています。それがも

ちろんあした聞きたい部分があるのですけれども、邑楽町どの程度影響されるのか、それらも加え

て、この給食センターの件については、改築するのかしないのか、方法とすればこういう方法がい
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い、ああいう方法がいいというのをもう少し真剣に検討をしていただければいいかな、そんなふう

に思っております。ぜひお願いしたいと思います。

なお、この中にある備品等の購入ということですけれども、これらのことについて具体的に説明

ができましたらお願いしたいと思います。

〇横山英雄議長 遠藤学校教育課長。

〇遠藤幸夫学校教育課長 それでは、ただいまの質問にお答え申し上げます。

まず、備品ですが、現在野菜等をすべてボイルをしているわけですけれども、それらを冷却する

真空冷却機というのがございます。大変高価な機械でございまして、約900万ぐらいの機械を使っ

ているわけですが、現在その冷やしたものをさらに調理するまでの間、どうしても冷蔵庫に入れな

ければなりません。その冷蔵庫がないので菌が増殖してしまうというようなご指摘がありましたの

で、冷蔵庫を３台、それからこれは高台車がございますけれども、要するに床から最低でも60セン

チ以上の高台のものにしなさいということがありまして、台車ですけれども、そういったものにか

えるということで、これを１台追加をすると。備品につきましては、冷蔵庫３台に高台車１台とい

うことでございます。

〇横山英雄議長 ほかにありますか。

よろしいですか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 それでは、質疑を打ち切ります。

これにて質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 討論なしと認めます。

これにて討論を終結します。

これより議案第97号 平成20年度邑楽町学校給食事業特別会計補正予算を採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔起立多数〕

〇横山英雄議長 起立多数。

よって、議案第97号は原案のとおり可決されました。

◎日程第１７ 議案第９８号 平成２０年度邑楽町水道事業会計補正予算

〇横山英雄議長 日程第17、議案第98号 平成20年度邑楽町水道事業会計補正予算を議題とします。

町長から提案理由の説明を求めます。

金子町長。
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〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 議案第98号 平成20年度邑楽町水道事業会計補正予算（第１号）について、提案理

由の説明を申し上げます。

今回の補正は、収益的収入及び支出において、収入支出それぞれ700万5,000円を増額するもので

あります。

収入の主なものは、加入金の増額であり、支出の主なものは、修繕費の増額であります。

また、資本的収入及び支出では、収入を1,000万円増額し、支出を2,514万3,000円増額するもの

であります。

収入については、負担金の増額であり、支出の主なものは、浄水場整備費の増額であります。

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

〇横山英雄議長 これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 質疑なしと認めます。

これにて質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

〇横山英雄議長 討論なしと認めます。

これにて討論を終結します。

これより議案第98号 平成20年度邑楽町水道事業会計補正予算を採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔起立多数〕

〇横山英雄議長 起立多数。

よって、議案第98号は原案のとおり可決されました。

◎散会の宣告

〇横山英雄議長 以上で本日の日程は終了しました。

あすは午前10時から会議を開き、一般質問を行います。

本日はこれにて散会をいたします。

お疲れさまでした。

〔午後 ３時０２分 散会〕


